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１. 立地適正化計画制度の概要 

 立地適正化計画策定の背景・目的 （１）

安曇野市は、北アルプスの秀麗な山並みを背景としたなだらかな扇状地に、清らかな水と緑豊か

な田園の織り成す美しい風土を築くとともに、個性豊かで創造的な文化と産業を程よく調和させな

がら発展してきた。 

私たちは、これからもこの恵まれた自然や美しい景観をまもり、活かしながら、秩序ある発展を

継続することによって、誰もが住みたい、働きたいと思えるまち、訪れてみたいと感じてもらえる

まちをつくり、育て、次の世代に引き継いでいかなければならない。 

安曇野市では、将来都市像を「北アルプスに育まれ 共に響き合う 田園産業都市 安曇野」と

して、土地利用制度と農業振興地域制度の２つの規制により既存市街地へ開発を集約し、「豊かな自

然環境や景観、歴史・文化を守り、暮らしやすさと産業発展のバランスが取れた田園産業都市づく

り」を推進してきた。 

今後、少子高齢化がさらに進行することを鑑み、人口が減少しても生活の拠点となる場を確保し、

本市の暮らしやすさを維持・向上するために、立地適正化計画を策定する。 

 

 

 

 

 

 

  

http://www.azumino-e-tabi.net/wp-content/gallery/sceneryspring/sceneryspring-2.jpg


安曇野市立地適正化計画 

2 

 

 立地適正化計画とは （２）

立地適正化計画は、市町村が都市全体の観点から作成する、居住機能や福祉・医療・商業等の都

市機能の立地、公共交通の充実等に関する包括的なマスタープランとされている。 

我が国の都市における今後のまちづくりは、人口の急激な減少と高齢化を背景として、高齢者や

子育て世代にとって、安心できる健康で快適な生活環境を実現すること、財政面及び経済面におい

て持続可能な都市経営を可能とすることが大きな課題である。こうした中、医療・福祉施設、商業

施設や住居等がまとまって立地し、高齢者をはじめとする住民が公共交通によりこれらの生活利便

施設等にアクセスできるなど、福祉や交通なども含めて都市全体の構造を見直し、『コンパクトシテ

ィ・プラス・ネットワーク』の考えで進めていくことが重要である。 

このため、平成 26年 8月に都市再生特別措置法が改正され、行政と住民や民間事業者が一体とな

ったコンパクトなまちづくりを促進するため、立地適正化計画制度が創設された。 

 

 

 

図表．立地適正化計画の意義と役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：立地適正化計画パンフレット 国土交通省（H26.8） 
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 安曇野市における立地適正化計画の必要性 （３）

安曇野市は、工場等の集積による雇用の場や松本市のベッドタウンとしての人口流入、リタイヤ

世代の人口流入があり、同等の人口規模の都市と比較し人口減少・高齢化の進展は緩やかである。 

しかし、安曇野市は既に 2010 年をピークに人口減少過程に突入しており、2040 年には 1970 年代

と同等の人口規模まで減少することが推計されている。 

1970 年代には市街地の範囲が小さく高齢者世代の割合も少なかったが、現在では市街地が拡大し

人口減少・高齢化も進展している。このまま人口減少・高齢化が進展すると、人口密度が低いスポ

ンジ状の市街地が市域全体に拡がることとなり、商圏人口の減少による身近な商店の撤退、鉄道沿

線人口減少からの利用者減少による鉄道サービスレベルの低下等により、生活利便性の低下と、自

動車を運転できない人のための移送コストなど、行政コストの増大等が懸念される。 

そこで立地適正化計画において、人口減少下においても生活利便性を維持する拠点区域を設定し

て居住を誘導することで、田園地域等に居住する市民も拠点に来れば必要なサービスを受けられる

状態を作り出し、行政コストの抑制と、本市の暮らしやすさの維持・向上を図ることが必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

10万人規模の都市の人口動向グラフ 

 

安曇野市の人口動向グラフ 
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現在の市街地像 

10 万人クラス都市 安曇野市 

出典：国土交通省 出典：総務省統計局、安曇野市人口ビジョン 
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 安曇野市における立地適正化計画の位置づけ （４）

立地適正化計画は、都市全体を見渡したマスタープランとしての性格を持ち、都市計画マスター

プランの高度化版とされている。 

安曇野市においては、都市計画マスタープランに基づき土地利用制度が運用され、農業振興地域

制度とともに土地利用の制限があることから、立地適正化計画は都市計画マスタープランと調和を

図り、土地利用制度、農業振興地域制度と連携して土地利用の誘導を図るとともに、その他関連施

策とも連携しながら生活の拠点となる場を確保し、本市の暮らしやすさの維持・向上を図ることと

する。 
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都市計画区域の整備、

開発及び保全の方針 
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 立地適正化計画の区域 （５）

本計画の対象区域は、本市の都市計画区域全域とする。 

 

 

 立地適正化計画の計画期間 （６）

立地適正化計画は概ね 20年後の都市の姿を展望することとされていることから、計画期間を平成

52（2040）年とする。 

また、概ね 5 年ごとに施策の実施状況を調査・分析・評価し、必要に応じて計画内容の見直しを

検討する。 
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２. 上位・関連計画の整理 

 

 

 
 

 安曇野市総合計画 （１）

将来都市像 北アルプスに育まれ 共に響き合う田園産業都市 安曇野 

分野別基本方針 

１ 環境に優しいまちの形成 
２ 穏やかに暮らせるまちの形成 
３ 人と文化を育むまちの形成 
４ 安全・安心・快適なまちの形成 
５ 豊かな産業のあるまちの形成 

 

 安曇野市まち・ひと・しごと創生総合戦略 （２）

目標 2040（H52）年度 人口 8,3000人の田園産業都市 安曇野 の実現 

基本目標 

基本目標１ 新たな雇用を生み出す 
基本目標２ 若者や女性が活躍できるまちをつくる 
基本目標３ 安心して出産し子育てできるまちをつくる 
基本目標４ いきいきと暮らせるまちをつくる 

 

 国土利用計画（安曇野市計画） （３）

市土利用の基本方針 

１ 土地需要の量的調整 
２ 土地利用の質的向上 
３ 市土利用の総合的なマネジメント 
４ 新たな公共の担い手との連携・協働の促進 

地域類型別の 

基本方針 

①拠点市街区域：（略）市の拠点としての都市機能の増進を図る。 
②準拠点市街区域：（略）拠点市街区域に準じて都市機能の増進を図る。 
③田園居住区域：（略）生活機能の増進を図るとともに、区域外の農地への無
秩序な宅地の拡大を防止する。 

④田園環境区域：（略）田園環境に調和した集落コミュニティの形成及び継承を
図るとともに、優良な農地を保全する。 

⑤山麓保養区域：（略）山麓の森林空間に親しめる環境形成を図るとともに、良
好な自然環境を保全する。 

⑥森林環境区域：（略）山間地の居住空間の維持を図るとともに、良好な自然
環境を保全する。 

 

 安曇野市都市計画マスタープラン （４）

まちづくりの 

基本方針 

山岳と田園が育むよさを大切にし、暮らしやすさをみんなで共有できるまち 
方針１ 雄大な山岳景観と豊かな田園風景を未来に継承できるまちづくり 
方針２ 秩序をもって新たな都市機能を集約させるまちづくり 
方針３ 産業の継続的な発展を持続できるまちづくり 
方針４ 安心して気持ちよく暮らせるまちづくり 
方針５ 各地区・地域で育まれた個性を大切にできるまちづくり 

目指すまちのかたち 既存市街地・集落周辺への集約重視のまちづくり 

各市街の方向性 

＜豊科市街＞業務拠点として公官庁や商業施設の集積を活かした市街 
＜穂高市街＞商業・観光の拠点として歴史的・文化的資源を活かした市街 
＜三郷市街＞南側の生活拠点として松本市への近接性を活かした市街 
＜堀金市街＞西側の生活拠点として集客力のある商業施設を活かした市街 
＜明科市街＞東側の交通の拠点として既存の商業や水環境を活かした市街 

  

旧町村の中心を拠点とした既存市街地・集落周辺への集約重視のまちづくりを目指し、 

土地利用制度によって開発を制限することで、拠点市街区域、準拠点市街区域、田園居住区域の 

１３地区に都市機能や居住を誘導している。 
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 土地利用制度 （５）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜平成 17 年の合併時の課題＞ 

 

○旧５市町村の対等合併 

 →５地域の平等な発展を目指す必要性 

○合併協議会において制度一元化を約束 

 →制度一元化は合併時の約束事 

○都市計画区域が５地区、３タイプ存在 

 →制度が異なることで以下の問題 

 ・一体的な土地条件下での規制レベルの差（不公平） 

 ・複数の開発手続きによる事務処理の煩雑さ・混乱 

 ・市街化区域内農地の高い固定資産税への不満（宅地並み評価、農地準課税） 

合併前の旧５町村ごとに５つの都市計画区域に分かれて３タイプの運用がされてきた都市計画を、

市全体で一体的な運用とするために、市独自の土地利用制度を制定し、運用している。 

＜統一的な制度の検討＞ 

合併５年後の平成 23 年 4 月運用開始を目指し、既存制度の活用（区域区分の活用） 

または、区域区分以外の手法による制度の検討。 

検討の第１段階：制度方針の検討（平成 18 年度前半～平成 20 年度前半） 

 

土地利用管理制度に関する市の方針（平成 20 年 9 月） 

（1）自主条例を用いた統一制度の制定 

市民検討委員会および専門委員会から示された提言内容を尊重し、「自主条例を用い

た制度」を制定することとする。 

（2）自主条例を用いた制度の特徴 

以下の特徴を踏まえた制度づくりを進めていくことを方針とした。 

①制度内容の自由度：法令に抵触しない範囲内で、独自の内容を定めることが可能。 

②強制力：法律と同等の厳しい罰則規定を定めることが可能。 

③弾力性・機動力：規定等は、弾力的な設定が可能。運用の機動力を高める事も可能。 

④市民の関わり：市民の関わりを重視した制度づくりが可能。 
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＜統一的な制度の検討（つづき）＞ 

検討の第２段階：計画・条例の検討（平成 20 年度後半～平成 22 年度後半） 

 

＜土地利用制度の運用開始＞（平成 23 年 4 月） 

 

 

 

 

 

 

※区域区分制度を持つ豊科都市計画区域を除き、新制度の運用を開始 

『安曇野市の適切な土地利用に関する条例』 

平成 22 年 9 月制定（議決） 

『安曇野市土地利用基本計画』 

平成 23 年 4 月施行 

＜豊科地域における区域区分廃止の検討（県）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区域区分を活用した制度 

の検討 

区域区分以外の手法を活用した制度

の検討 

豊科地域を除く４地域で運用中の 

自主条例に基づく新制度の効果の検証 

豊科都市計画区域における 

区域区分の必要性の検証 

＜全市における土地利用制度の運用開始＞（平成 24 年 12 月） 

 

 

 

豊科都市計画区域の区域区分廃止 

安曇野都市計画区域の創設（５つの都市計画区域の統合） 

国交省協議 

農水省協議 
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まちづくりの 

目標像 

豊かな自然環境や景観、歴史・文化を守り、 

暮らしやすさと産業発展のバランスがとれた田園産業都市づくり 

土地利用の 

基本となる 

３つの方針 

① 良好な住環境の形成・育成 

② 商工業・観光の振興と育成 

③ 農地の保全・農業の育成 

土地利用の 

１１の原則 

原則１ 多様な機能を有する農地、優良農地の保全 

原則２ 生産性に課題のある農地への開発の集約 

原則３ 農業･農地の保全支援の確保 

原則４ 既存市街・集落付近への新たな宅地の集約 

原則５ 計画的な宅地整備 

原則６ 大規模な開発の際の住民判断の余地 

原則７ 大規模工場の既存工業地周辺への集約または団地化 

原則８ 生活に身近な商業施設の立地の自由度の確保 

原則９ 高い建物、派手な色彩等、建物形態に対する制限 

原則１０ 周辺環境との調和と緑化の推進 

原則１１ まちづくりへの住民の主体的な参加 

手続きの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

条例手続の対象を確認 
＜手続き対象＞ 

・建築物の新築・増築・改築・移転 ・建築物又は工作物の用途の変更 

・工作物の新設・増築・改築・移転 ・土地の区画形質の変更 

＜例外１：承認手続き不要（事前の届出が必要）＞ 

・非常災害の応急処置（工事着手後の届出可） 

・用途地域・準用途地域内における基準に適合した小規模な建築等 

＜例外２：手続きが不要＞ 

・既存敷地内における小規模な建築等 

開発事業の基準との整合の確認 

以下６つの区域ごとに定められた開発事業の基準との整合を確認 

拠点市街区域 準拠点市街区域 田園居住区域 

田園環境区域 山麓保養区域 森林環境区域 

開発事業の承認手続 

特定開発事業の認定手続 

開発許可・建築確認申請 

完了検査 

基準に定めのない開発事業 基準に定めのある開発事業 

土地利用制度により、安曇野市で開発事業を行う場合は一部例外を除き、事前の承認手続きが義務

付けられている。開発事業は、６つの区域ごとに定められた開発事業の基準に整合従う必要があり、

開発事業の基準に定めのない開発事業は、認定手続きが義務づけられている。これらにより、農地

等への無秩序な市街地の拡大を抑制し、既存市街地・集落内での開発を促進している。 
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土地利用基本区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各区域の土地利用の

方針及び目指すべき

方向 
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 農業振興地域制度 （６）

 

 

 

 

農業振興地域（都道府県が指定）において、市町村が農業振興地域整備計画において設定した農

用地区域内の土地は、農業上の利用を図るべき土地の区域であり農地転用は不許可とされ、生産性

の高い優良農地を保全することとなっている。 

安曇野市においても、土地利用制度に基づく田園環境区域のほとんどが農業振興地域の農用地区

域に指定されており、農地転用は不許可とされている。 

 

 

図表．農業振興地域制度と農地転用許可制度の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：農林水産省資料をもとに作成 

 

 

 

  

農業振興地域制度は農業振興地域の整備に関する法律に基づく制度であり、農業振興地域の農用地

区域に指定された土地は、農地の保全と有効利用を図るため、農地転用の制限、開発行為の制限等

の措置がとられる。 
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 地域公共交通網形成計画 （７）

 

 

 

地域公共交通網形成計画は、まちづくりと一体として、地域公共交通の現状・問題点、課題の整

理を踏まえて、公共交通ネットワーク全体を一体的に形づくり、持続させることを目的に、地域全

体の公共交通の在り方、住民・交通事業者・行政の役割を定めるものである。 

現在、安曇野市では、平成 30年 6月策定に向けた素案を作成しており、この中で、地域公共交通

網形成に関する方針として以下の 3つを挙げている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表．地域公共交通網形成計画の記載事項の概要 

記載事項 概要 

①基本的な方針 

計画が目指すべき将来像と、その中

で公共交通が目指すべき役割を明

確化し、取組の方向性を定めます。

また、まちづくり、観光振興等の

様々な分野との連携を整理します。 

②計画の区域 
当該地域の交通圏の範囲を基に計

画の区域を設定します。 

③計画の目標 
①の基本的な方針に即して目標を

設定します。 

④事業・実施主体 

目標達成のために提供されるべき

公共交通サービスの全体像・具体的

なサービス水準を定めます。併せ

て、その実現に必要な事業・実施主

体を整理します。 

⑤計画の達成状況 

の評価 

達成状況の評価計画と評価を踏ま

えた見直し方針を立てます。 

⑥計画期間 
原則５年程度ですが、地域の実情に

合わせて設定しましょう。 

⑦その他 
その他、基本方針に基づき記載すべ

き事項があれば記載してください。 

出典：地域公共交通網形成計画及び地域公共交通再編 

実施計画作成のための手引き(第 3版)（H28.3)  

地域公共交通網形成計画は、まちづくりと一体として地域全体の公共交通の在り方、住民・交通事

業者・行政の役割を定めるものであり、本市では平成 30 年 6 月策定に向けた素案を作成している。 

【地域公共交通網形成に関する方針】 

① 市民および来訪者に必要な移動の確保 

② 交通機関それぞれが役割を果たし移動を確保 

③ 持続可能な公共交通体系を構築するため、行政の支出を抑える 

 

対象区域における幹線・

支線・交通結節点を位置づ

けるなど、ネットワークの

形成イメージを具体的に記

載します。 

 

※具体的な運行事業者やダ

イヤなどの運行計画の記

載までは求められていま

せん。 
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３. 安曇野市の現況・課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 人口・居住者特性 （１）

① 人口 

安曇野市人口ビジョンによると、市の総人口は 2010年の 96,479人をピークに 2040年には 78,205

人まで減少することが示されている。一方で、老年人口は増加を続けることが示されている。 

 

図表．安曇野市将来人口推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：安曇野市人口ビジョン 

  

＜現況・課題＞ 

・大型小売店は、2000 年以降は拠点市街区域で増加しているが、旧来の中心市街地の商店街は衰

退している。さらに、今後、人口減少の進展が予測され、商圏人口の減少による商業施設等の都

市機能の縮小が懸念される。 

 

 ⇒拠点市街区域の都市機能強化による、人口減少に対応した拠点の確保。 

 

・土地利用制度により、建築行為が拠点・準拠点・田園居住区域にシフトしつつあるものの、田園

環境区域での建築行為も多い。 

 

 ⇒拠点・準拠点・田園居住区域に必要な都市機能の配置および居住の誘導による、土地利用制

度の補完。 

 

・市民の約４割が、松本市等の他市へ通勤している。市内の鉄道は松本市へ連絡しているが、利用

は少ない。 

 

 ⇒松本市への通勤圏内としての魅力の向上による、子育て世代の流入促進。 

 ⇒公共交通の利用促進による、渋滞緩和および公共交通の維持。 
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人口密度を見ると、2010年には拠点市街区域を中心に 40人/ha以上の区域が多数存在する。なお、

市街化区域の目安となる人口は 40人/haとされているが、2040年にはほとんどの区域が 40人/ha未

満となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 居住者特性 

市民の約 4割が、松本市等の他市へ通勤している。 

通勤通学の交通手段は、約 8 割以上が自家用

車等であり、電車・バスの利用は少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

77,810 6,427 

10,605 1,637 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

安曇野市全体

転入状況別人口（Ｈ22）

現住所 自市区町村内 市外から 不詳

(n=96,479)

4.07% 4.75% 82.39% 4.60%

1.80% 2.39%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

安曇野市全体

交通手段別人口割合（Ｈ22）

徒歩だけ 自転車 自家用車・オートバイ 電車・バス その他 不詳

(n=42,634)

35.37% 63.20%

1.43%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

安曇野市全体

通学地別人口割合（Ｈ22）

自市区町村へ通学 他市区町村へ通学 不詳

(n=4,052)

14.79% 46.13% 37.35%

1.73%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

安曇野市全体

従業地別人口割合（Ｈ22）

自宅で従業 自宅外の自市区町村で従業 他市区町村で従業 不詳

(n=49,401)

31.19% 21.92% 8.46% 17.76% 4.83% 15.84%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

安曇野市全体

職業別人口割合（Ｈ 22）

管理・専門・技術・事務職 販売・サービス職 農林漁業 製造 建設等 その他

(n=49,401)

16,821 18,458 12,184 16,202 31,433 1,381

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

安曇野市全体

居住期間別世帯数（Ｈ22）

出生時から 5年未満 5年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上 不詳

(n=96,479)

7,763 20,836 5,735

281

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

安曇野市全体

家族分類別世帯数（Ｈ27）

単独世帯 核家族世帯 核家族世帯以外 その他

(n=34,615)

27,386 797 5,350

486 214

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

安曇野市全体

持ち家・借家別世帯数割合（Ｈ27）

持ち家 公営住宅 民営の借家 給与住宅 その他

(n=34,233)

図表．2010年人口密度 図表．2040年人口密度 

出典：国勢調査（H22）を基に作成 

出典：国勢調査（H22、H27） 
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 土地利用 （２）

開発事業の承認件数を見ると、田園環境区域において開発件数が多いものの、立地場所は基本集落

隣接地がほとんどであり、土地利用制度による一定の歯止めが確認できる。 

また、市全体の建築確認申請案件数（新築）の区域別の件数比率を見ると、土地利用条例制定前後

で、田園環境区域の建築件数比率が減少し、拠点市街区域・準拠点市街区域・田園居住区域で増加

している。 

つまり、土地利用制度により、建築行為が集約すべき区域へとシフトしていることが確認できる。 

 

 

 

図表．土地利用制度における承認案件の分布（H23～H25） 

 

 

 

 

図表．建築確認申請案件数（新築のみ） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：安曇野市土地利用制度の運用状況と効果の検証（H25） 
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 都市機能 （３）

① 医療施設 

安曇野市の医療施設は、一般診療所が 70件、うち内科が 49件立地している。 

これに対し、全国的な 10万人あたり診療所数を基に安曇野市の人口 96,479人（H22国勢調査）を

当てはめると、一般診療所数は 76 件、内科は 49 件であるため、安曇野市は全国平均と比較し同程

度の内科の診療所がある状況であると言える。 

更に、安曇野市の 2040 年将来人口（社人研推計値）78,205 人を当てはめると、一般診療所は 62

件、うち、内科は 39件となるため、今後診療所の数が減少することが懸念される。 

 

 一般診療所数 うち、内科 

現状の診療所数 70件 49件 

全国平均から推計した 

人口 96,479人の場合の診療所数 
76件 49件 

全国平均から推計した 

人口 78,205人の場合の診療所数 
62件 39件 

 

病院と一般診療所（内科を有するもの）を合算すると、その徒歩圏（800ｍ圏）人口カバー率（各

地区内の人口に対する病院および一般診療所（内科）徒歩圏内の人口割合）は田沢・光地区、たつ

み原地区、上長尾・下長尾・二木地区を除き高い。 

 

図表．病院・診療所（内科）800ｍ圏位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

安曇野 IC 地区 

たつみ原地区 

明科拠点地区 

豊科拠点地区 

穂高拠点地区 

穂高烏川地区 

田沢・光地区 

柏原地区 

堀金拠点地区 

下堀地区 

三郷拠点地区 

中萱・上鳥羽・ 

下鳥羽・真々部地区 

上長尾・下長尾・

二木地区 

出典：安曇野市医療と介護の連携マップ（H29） 

  ※診療所は診療科目中に「内科」を有するもの 
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② 介護福祉施設 

デイサービス施設の徒歩圏（800ｍ）人口カバー率は、穂高拠点地区、三郷拠点地区、たつみ原地

区で人口密度が比較的高いエリアにおいても徒歩圏外となっているエリアが存在する。 

 

図表．デイサービス施設 800ｍ圏位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：安曇野市立地適正化計画予備調査（H27） 

  

安曇野 IC 地区 

たつみ原地区 

明科拠点地区 

豊科拠点地区 

穂高拠点地区 
穂高烏川地区 

田沢・光地区 

柏原地区 

堀金拠点地区 

下堀地区 

三郷拠点地区 

中萱・上鳥羽・下鳥羽・

真々部地区 

上長尾・下長

尾・二木地区 
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安曇野市老人福祉計画及び第６期介護保険事業計画（平成 27年度～平成 29年度）において目標に

掲げられる「生きがいづくりと社会参加の推進」に関連し、サークル活動等に参加可能な場所であ

る「老人福祉センター」及び「公民館」を「生きがい関連施設」として徒歩圏（800ｍ）人口カバー

率を確認した。 

堀金拠点地区、明科拠点地区、下堀地区を除くほとんどの地区は人口カバー率（各地区内の人口に

対する生きがい関連施設徒歩圏内の人口割合）が 0～4割と低い。 

 

図表．生きがい関連施設（老人福祉センタ・公民館）800ｍ圏位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：安曇野市立地適正化計画予備調査（H27） 

 

  

安曇野 IC 地区 

たつみ原地区 

明科拠点地区 

豊科拠点地区 

穂高拠点地区 
穂高烏川地区 

田沢・光地区 

柏原地区 

堀金拠点地区 

下堀地区 

三郷拠点地区 

中萱・上鳥羽・下鳥羽・

真々部地区 

上長尾・下長尾・

二木地区 
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③ 商業施設 

市内に各種食料品小売業は 26件、スーパーマーケットは 14件が立地している。 

これに対し、長野県内の 1人あたり各種食料品小売業数、スーパーマーケット数を基に安曇野市の

人口 96,479人（H22国勢調査）を当てはめると、各種食料品小売業は 23件、スーパーマーケットは

13 件であるため、安曇野市は長野県平均と比較し若干人口当たりの商業施設の数が多い状況である

と言える。 

更に、安曇野市の 2040 年将来人口（社人研推計値）を当てはめると、各種食料品小売業は 19 件、

スーパーマーケットは 11件となるため、今後それぞれの店舗数が減少することが懸念される。 

 

 
各種食料品 

小売業店舗数 

スーパーマーケット 

店舗数 

現状の店舗数 26件 14件 

全国平均から推計した 

人口 96,479人の場合の店舗数 
23件 13件 

全国平均から推計した 

人口 78,205人の場合の店舗数 
19件 11件 

 

 

スーパーマーケットの徒歩圏（800ｍ）を見ると、準拠点市街区域のほとんどが徒歩圏に含まれて

いないほか、田園居住区域の半数が徒歩圏に全く含まれていない。 

スーパーマーケットとコンビニエンスストアを合計した徒歩圏（800ｍ）を見ると、拠点市街区域

及び田園居住区域のほとんどが徒歩圏に含まれる。一方で、準拠点市街区域は、たつみはら地区や

安曇野 I.C.地区で、人口密度が高いにもかかわらず徒歩圏に含まれないエリアがある。 

 

 

 

 

 

 

  

安曇野 IC 地区 

たつみ原地区 

明科拠点地区 

豊科拠点地区 

穂高拠点地区 
穂高烏川地区 

田沢・光地区 

柏原地区 

堀金拠点地区 

下堀地区 

三郷拠点地区 

中萱・上鳥羽・

下鳥羽・真々部

地区 

上長尾・下長尾・

二木地区 

安曇野 IC 地区 

たつみ原地区 

明科拠点地区 

豊科拠点地区 

穂高拠点地区 穂高烏川地区 

田沢・光地区 

柏原地区 

堀金拠点地区 

下堀地区 

三郷拠点地区 

中萱・上鳥羽・下鳥羽・真々部地区 

上長尾・下長尾・

二木地区 

図表．スーパーマーケット 800ｍ圏位置図 

出典：安曇野市立地適正化計画予備調査（H27） 

図表．スーパー及びコンビニ 800ｍ圏位置図 
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④ 金融機関施設 

安曇野市の金融機関施設の数は、現状で 29件（郵便局を除く）が立地している。 

これに対し、長野県平均の人口１人あたり金融機関施設数を基に安曇野市の人口 96,479 人（H22

国勢調査）を当てはめると 24件であるため、安曇野市は長野県平均と比較し金融機関施設の数が多

い状況であると言える。 

 

現状の金融機関（郵便局を除く）数 29件 

長野県平均から推計した人口 96,479人の場合の金融機関数 24件 

 

金融機関施設（郵便局・金融機関）の徒歩圏（800ｍ圏）を見ると、拠点市街区域のほとんどが徒

歩圏に含まれる。準拠点市街区域、田園居住区域においては、特に田沢・光地区、たつみ原地区、

穂高烏川地区、下堀地区において徒歩圏外となるエリアがあり、人口密度が高いにも関わらず、金

融機関の徒歩圏外となっているエリアが存在する。 

なお、ATMの利用はコンビニエンスストアでも可能なことを考慮すると、拠点市街区域、準市街区

域、田園居住区域のほとんどで徒歩圏内に ATMが設置されていることになる。 

 

図表．金融機関施設（郵便局・金融機関）800ｍ圏位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：安曇野市立地適正化計画予備調査（H27） 

  

安曇野 IC 地区 

たつみ原地区 

明科拠点地区 

豊科拠点地区 

穂高拠点地区 穂高烏川地区 

田沢・光地区 

柏原地区 

堀金拠点地区 

下堀地区 

三郷拠点地区 

中萱・上鳥羽・下鳥羽・

真々部地区 

上長尾・下長尾・

二木地区 
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⑤ 義務教育施設 

義務教育諸学校等の施設費の国庫負担等に関する法律施行令から、小学校の通学距離は概ね 4ｋｍ、

中学校の通学距離は概ね 6ｋｍ以内とされている。この基準に合致する範囲に市街地が含まれるか否

かを確認するため、小学校から半径 2.82ｋｍ、中学校から半径 4.24ｋｍの圏内を通学圏と設定し、

通学圏の配置状況を確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●小学校 

小学校の通学圏（2.82ｋｍ圏）を見ると、準拠点市街区域であるたつみ原地区において、通学

圏から外れるためスクールバスの運行等が必要とされる状況である。 

小学校の徒歩圏（800ｍ）を見ると、堀金拠点地区、柏原地区を除きほとんどのエリアが徒歩

圏外となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：安曇野市立地適正化計画予備調査（H27） 

  

図表．小学校通学圏（2.82ｋｍ）位置図 図表．小学校徒歩圏（800ｍ）位置図 

安曇野 IC 地区 

たつみ原地区 

明科拠点地区 

豊科拠点地区 

穂高拠点地区 
穂高烏川地区 

田沢・光地区 

柏原地区 

堀金拠点地区 

下堀地区 

三郷拠点地区 

中萱・上鳥羽・下鳥羽・

真々部地区 

上長尾・下長尾・

二木地区 

安曇野 IC 地区 

たつみ原地区 

明科拠点地区 

豊科拠点地区 

穂高拠点地区 
穂高烏川地区 

田沢・光地区 

柏原地区 

堀金拠点地区 

下堀地区 

三郷拠点地区 

中萱・上鳥羽・下鳥羽・

真々部地区 

上長尾・下長尾・

二木地区 
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●中学校 

中学校の通学圏（4.24ｋｍ圏）の配置状況を見ると、全ての地区が通学圏に含まれている。 

中学校の徒歩圏（800ｍ）を見ると、堀金拠点地区を除く地区のほとんどが徒歩圏外となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 子育て施設（幼稚園・保育所・こども園） 

幼稚園・保育所の徒歩圏（800ｍ圏）人口カバー率は、穂高拠点地区、明科拠点地区、田沢・光地

区、穂高烏川地区、下堀地区で低く、特に下堀地区では徒歩圏内に含まれるエリアが全くない状況

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

安曇野 IC 地区 

たつみ原地区 

明科拠点地区 

豊科拠点地区 

穂高拠点地区 
穂高烏川地区 

田沢・光地区 

柏原地区 

堀金拠点地区 

下堀地区 

三郷拠点地区 

中萱・上鳥羽・下鳥羽・

真々部地区 

上長尾・下長尾・

二木地区 

安曇野 IC 地区 

たつみ原地区 

明科拠点地区 

豊科拠点地区 

穂高拠点地区 
穂高烏川地区 

田沢・光地区 

柏原地区 

堀金拠点地区 

下堀地区 

三郷拠点地区 

中萱・上鳥羽・下鳥羽・

真々部地区 

上長尾・下長尾・

二木地区 

図表．中学校通学圏（4.24ｋｍ）位置図 図表．中学校徒歩圏（800ｍ）位置図 

図表．幼稚園・保育所 800ｍ圏位置図 

出典：安曇野市立地適正化計画予備調査（H27） 

出典：安曇野市立地適正化計画予備調査（H27） 

安曇野 IC 地区 

たつみ原地区 

明科拠点地区 
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三郷拠点地区 

中萱・上鳥羽・下鳥羽・真々部地区 

上長尾・下長尾・二木地区 
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⑦ 公共交通 

●定時定路線の公共交通 

拠点市街区域、準拠点市街区域のうち、堀金拠点地区のみ定時定路線の公共交通が存在しない。

田園居住区域も含めると、柏原地区、下堀地区、上長尾・下長尾・二木地区が、定時定路線の

公共交通が存在しない。 

たつみ原地区及び安曇野 IC地区、柏原地区は、人口密度が 40人/ha以上と高いものの定時定

路線の公共交通の空白地域（駅 800ｍ、バス停 300ｍ圏外）が存在する。 

なお、定時定路線の公共交通の駅 800ｍ、バス停 300ｍの徒歩圏人口カバー率（駅 800ｍ、バ

ス停 300ｍ圏内の人口が総人口に占める割合）は、35.4％である。 

 

図表．駅 800ｍ圏、バス停 300ｍ圏位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：安曇野市立地適正化計画予備調査（H27） 

  

安曇野 IC 地区 

たつみ原地区 

明科拠点地区 

豊科拠点地区 

穂高拠点地区 

穂高烏川地区 

田沢・光地区 柏原地区 

堀金拠点地区 

下堀地区 

三郷拠点地区 

中萱・上鳥羽・下鳥羽・

真々部地区 

上長尾・下長尾・

二木地区 
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●ピーク時３本/時以上の公共交通 

定時定路線の公共交通のうち、基幹的な公共交通といえるピーク時３本/時以上の公共交通は、

ＪＲ大糸線、篠ノ井線の市内 11駅のうち、安曇追分駅を除く１0駅が該当する。 

なお、ＪＲの平成 17年から 27年までの乗車人員の変化を見ると、田沢、南豊科の伸び率が高

く、豊科や穂高、明科などの比較的乗車人員の多い駅は減少が大きくなっている。 

 

図表．JRの乗車人員の推移 

 
出典：安曇野市の統計 

 

●デマンド方式の公共交通 

デマンド方式の公共交通は、山間地域を除く市内全域を概ね網羅している。運行は、同一エリ

ア内の移動または、各エリアから豊科共通乗合エリアへの移動が可能となっている。 

 

図表．安曇野市デマンド交通運行エリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：安曇野市デマンド交通運行エリアマップ  
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●パークアンドライド駐車場 

本市においては、公共交通の利用促進のため、安曇野ＩＣ東駐車場を高速バスとの乗り換えの

ためのパークアンドライド駐車場として位置づけている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このほか、市内 11 駅周辺 300ｍ圏内には、以下の駐車場が立地しており、ＪＲとの乗り換え

に活用されている。 

 

路線 駅名 
駐車場箇所数 

（箇所） 

駐車場台数 

（台） 

大糸線 梓橋 3 66 

 一日市場 2 50 

 中萱 2 18 

 南豊科 1 14 

 豊科 36 627 

 柏矢町 1 23 

 穂高 14 295 

 有明 2 46 

 安曇追分 2 36 

篠ノ井線 田沢 4 48 

 明科 13 150 

 

  

安曇野ＩＣ東駐車場 

出典：安曇野市立地適正化計画予備調査（H27） 
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●安曇野市における公共交通の課題 

安曇野市地域公共交通網形成計画（素案）において、以下の課題が挙げられている。 

 

 

○鉄道駅までの二次交通が一部で整備され

ていない 

 

○デマンド交通利用者が減少傾向にある 

 

 

 

 

 

 

 

○デマンド交通にかかる市費負担が増加 

傾向にある 

 

 

 

○市民の鉄道利用は、主に市外への移動に

使われている（市内の移動には使われて

いない） 

 

○市民の移動は自動車が主となっている 

 

 

 

出典：安曇野市地域公共交通網形成計画（素案） 
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 災害 （４）

① 浸水・土砂災害 

明科拠点地区において、浸水想定区域（2.0ｍ～5.0ｍ未満）および土砂災害警戒区域が存在する。 

安曇野 IC 周辺地区においても浸水想定区域（1.0ｍ～2.0ｍ未満）が、田沢・光地区においても土

砂災害警戒区域が存在する。 

 

図表．浸水・土砂災害の想定区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：安曇野市防災マップ 
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② 地震災害 

安曇野市防災マップによると、糸魚川-静岡構造線断層帯（全体）を震源とする地震（想定マグニ

チュード 8.5）が発生した場合、震度 4から 7の揺れが想定されている。なお、拠点市街区域・準拠

点市街区域・田園居住区域においては、震度 7 となる区域はなく、最大震度は 6 強と想定されてい

る。 

また、活断層の状況を見ると、糸魚川-静岡構造線断層帯の一部が安曇野 I.C.地区を縦断している。 

 

図表．想定震度分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：安曇野市防災マップ 

 

⑦安曇野 I.C.地区 

②穂高拠点地区 

⑤明科拠点地区 

⑥田沢・光地区 

①豊科拠点地区 

③三郷拠点地区 

④堀金拠点地区 

⑧たつみ原地区 

⑫中萱・上鳥羽・下鳥羽・真々部地区 

⑩柏原地区 

⑪下堀地区 

⑬上長尾・下長尾・二木地区 

⑨穂高烏川地区 
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４. 各地区の現況・課題 

 豊科拠点地区 （１）

 

 

 

 

＜人口＞ 

● 人口密度は比較的高いが、総人口は微減。今後も人口減少が続く。 

 人口密度は 40人/ha以上と比較的高い。 

 H22→H27で人口は約１％減少している。 

 高齢化率は約 27％（H27）で市平均（約 30％）より若干低い。 

 H12→H22で未就学児が減少し、小中学校生、高校と大学の在学者数が増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施設立地・公共交通＞ 

 公共交通人口カバー率は約 8割と高い。 

 店舗の立地は国道 147号沿道に空き店舗が目立つ一

方、大型店舗も地区内に多数立地している。近年は

豊科拠点地区外の安曇野 I.C.周辺にも大型店舗が

立地している。 

 旧豊科町の大型小売店は、H12→H29 

では田園環境区域で増加している。 

 

 

  

機能 行政 介護福祉 子育て 商業 医療 金融 教育文化 健康 市営住宅

立地 市役所 銀行・郵便局 市営住宅公民館 図書館
博物館 交流学習

スーパー
コンビニ

児童館
認可保育所

地括
老福

※地括：地域包括支援センター、老福：老人福祉センター、交流学習：交流学習センター

地区内に立地する都市機能一覧（豊科）

病院
診療所

体育館・武道館

大型小売店地区別店舗数 

＜現況・課題＞ 

・本地区は安曇野市の中心であり、人口密度が比較的高く大型店や各種施設、公共交通が充足して

いる。一方で、国道 147 号沿道では空き店舗が目立つ。 

・今後、人口減少及び高齢者の増加が予想されるが、引き続き市の中心として、市民全体の生活利

便性の確保や高齢者支援の中核となる高度な都市機能の確保が必要である。 

市全体 35.4%

豊科 79.1%

公共交通人口カバー率

増加 

1,519 1,488 1,473 1,370 

6,821 6,742 6,649 6,334 

2,119 2,400 2,604 2,881 

1 0 ,459 1 0 ,630 1 0 ,727 1 0 ,584 1 0 ,503 1 0 ,242 9 , 939 9 , 616 9 , 277 

1,383 1,234 1,106 1,025 959 

6,297 6,187 5,939 5,541 
5,042 

2,823 2,821 2,894 
3,051 

3,276 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

Ｈ12 Ｈ17 Ｈ22 Ｈ27 Ｈ32 Ｈ37 Ｈ42 Ｈ47 Ｈ52

0～14歳 15～64歳 65歳以上

0～14歳（推計） 15～64歳（推計） 65歳以上（推計）

3階級別人口動向（豊科拠点）

1.33％減少 

高齢化率 
27.22％(H27) 

5

5

1

3

6

8

0 5 10 15 20

H12

H29

旧豊科町

14

15

3

5

10

11

27

31

0 5 10 15 20 25 30 35

H12

H29

安曇野市全体

拠点市街区域 準拠点・田園居住 田園環境

増加 

718

637

857

885

286

311

41

39
28

67

1 ,931

1 , 940

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

Ｈ12

Ｈ22

未就学児 小学校・中学校 高校 短大・高専 大学・大学院

在学者・未就学者数（豊科）

減少 

国道 147号沿道 

の空き店舗 

男 女 合計

豊科拠点 5,137 5,519 10,655 4,462 2.39

安曇野市全体 45,866 49,416 95,282 34,732 2.74

地区名
人口

世帯数
１世帯あた

り平均人口

出典：東洋経済社 全国大型小売店総覧、安曇野市立地適正化計画予備調査（H27）、安曇野市医療と介護の連携マップ（H29） 

出典：国勢調査（H22、H27） 
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＜新築動向＞ 

 人口当たりの新築件数は、

市平均よりも若干多い。 

 

 

 

 

＜居住者属性＞ 

● 市内で働く人、一人暮らしの人、

借家の人が、市全体と比較し多い。 

 単独世帯の割合（H27）が約 36％で

市平均（約 22％）より約 13％高い。 

 持ち家の割合（H27）が約 56％（市

平均 80％）と低く、借家の割合が

約 38％で市平均（約 16％）より著

しく多い。 

 居住期間（H22）は 5年未満が約 28％

で市全体（約 19％）より多く、出

生時及び 20年以上の割合は約 40％

で市平均（約 50％）より約 10％低

い。 

 職業別人口割合（H22）は管理・専

門・技術・事務職が約 36％と市平

均（約 31％）より多く、農林漁業

は約 3％と市平均（約 8％）より少

ない。 

 転入状況（H22）の割合は約 16％で

市平均（約 11％）より若干多い。 

 

● 通勤・通学の交通手段（H22）は、

約7割が自家用車等と多い一方で、

徒歩も約 1 割存在し、コンパクト

な生活を営む人が一定数存在す

ると言える。 

 市内の従業者（H22）は約 54％で市

平均（約 46％）より約 7％高い。他

市へ従業する割合は約 32％（市平

均約 37％）と若干低い。このこと

から、市内の従業者が多い地区であ

るといえる。 

 通勤・通学の交通手段（H22）は、

電車・バスは約 5％で市平均と同等。

約 70％が自家用車・オートバイと

多い一方で徒歩も約 11％存在する。 

 

 

 

  

Ｈ23～28年度新築動向 

 豊科拠点 安曇野市全体 

Ｈ23～28新築件数 361件 3,011件 

Ｈ27人口 10,655人 95,282人 

人口 1千人あたり新築件数 33.88 31.60 

全市平均に対する比率（特化係数） 1.07 1.00 

 

35.73%

31.19%

22.09%

21.92%

3.31%

8.46%

18.03%

17.76%

3.61%

4.83%

17.22%

15.84%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

豊科拠点

安曇野市全体

職業別人口割合（Ｈ 22）

管理・専門・技術・事務職 販売・サービス職 農林漁業 製造 建設等 その他

(n=5,394)

(n=49,401)

1,295

16,821

3,010

18,458

1,504

12,184

1,538

16,202

3,014

31,433

397

1,381

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

豊科拠点

安曇野市全体

居住期間別世帯数（Ｈ22）

出生時から 5年未満 5年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上 不詳

(n=10,758)

(n=96,479)

(n=10,758)

(n=96,479)

7,470 

77,810 

1,068 

6,427 

1,755 

10,605 

465 

1,637 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

豊科拠点

安曇野市全体

転入状況別人口（Ｈ 22）

現住所 自市区町村内 市外から 不詳

11.26%

4.07%

9.43%

4.75%

70.71%

82.39%

4.96%

4.60%

1.97%

1.80%

1.67%

2.39%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

豊科拠点

安曇野市全体

交通手段別人口割合（Ｈ22）

徒歩だけ 自転車 自家用車・オートバイ 電車・バス その他 不詳

(n=4,796)

(n=42,634)

33.54%

35.37%

65.15%

63.20%

1.31%

1.43%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

豊科拠点

安曇野市全体

通学地別人口割合（Ｈ22）

自市区町村へ通学 他市区町村へ通学 不詳

(n=424)

(n=4,052)

10.17%

14.79%

53.60%

46.13%

32.32%

37.35%

3.90%

1.73%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

豊科拠点

安曇野市全体

従業地別人口割合（Ｈ22）

自宅で従業 自宅外の自市区町村で従業 他市区町村で従業 不詳

(n=5,394)

(n=49,401)

56.04%

80.00%

1.11%

2.33%

38.06%

15.63%

3.91%

1.42%

0.89%

0.63%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

豊科拠点

安曇野市全体

持ち家・借家別世帯数割合（Ｈ27）

持ち家 公営住宅 民営の借家 給与住宅 その他

(n=4,337)

(n=34,233)

1,583

7,763

2,343

20,836

480

5,735

36

281

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

豊科拠点

安曇野市全体

家族分類別世帯数（Ｈ27）

単独世帯 核家族世帯 核家族世帯以外 その他

(n=4,441)

(n=34,615)

35.64％ 

22.43％ 

12.04％ 

17.43％ 

27.98％ 

19.13％ 

28.01％ 

32.58％ 

16.31％ 

10.99％ 

出典：国勢調査（H22、H27） 
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 穂高拠点地区 （２）

 

 

 

 

 

＜人口＞ 

● 総人口は横ばい。高齢化の進展は市平均と同程度。 

 H22→H27で人口は横ばい。人口密度は 20.00～39.99人/haとやや低い。 

 高齢化率は約 31％（H27）で市平均（約 30％）と同程度。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施設立地・公共交通＞ 

● 穂高駅周辺や国道 147 号沿道に店舗や各種

施設が充足し、穂高駅前に観光情報センター

や穂高神社が立地する等、本市の観光拠点と

なっている。 

 公共交通人口カバー率は約 80％で市全体より

非常に多い。 

 大型のスーパーマーケットが立地し、生活利便

性が多い。 

 

 

 

 

  

機能 行政 介護福祉 子育て 商業 医療 金融 教育文化 健康 市営住宅

立地 支所 地括 ― 銀行・郵便局 市営住宅公民館 図書館
交流学習 中学校

スーパー
コンビニ

体育館・武道館

※地括：地域包括支援センター、老福：老人福祉センター、交流学習：交流学習センター

地区内に立地する都市機能一覧（穂高）

病院
診療所

936 870 773 741 

4,133 3,984 3,749 3,544 

1,326 1,506 
1,693 1,928 

6 , 396 6 , 361 6 , 215 6 , 213 
5 , 962 5 , 752 

5 , 506 
5 , 245 

4 , 982 

706 647 582 544 519 

3,304 3,184 
3,014 

2,814 
2,534 

1,951 
1,921 

1,910 
1,887 1,929 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

Ｈ12 Ｈ17 Ｈ22 Ｈ27 Ｈ32 Ｈ37 Ｈ42 Ｈ47 Ｈ52
0～14歳 15～64歳 65歳以上

0～14歳（推計） 15～64歳（推計） 65歳以上（推計）

3階級別人口動向（穂高拠点）

7

8

1 8

8

16

16

0 5 10 15 20

H12

H29

旧穂高町

14

15

3

5

10

11

27

31

0 5 10 15 20 25 30 35

H12

H29

安曇野市全体

拠点市街区域 準拠点・田園居住 田園環境

＜現況・課題＞ 

・本地区は安曇野市の観光拠点かつ旧穂高町の中心となる地区であり、穂高駅周辺や国道 147 号

沿道に店舗や観光資源、各種施設が充足している。 

・今後、人口減少及び高齢者の増加が予測されるが、引き続き旧穂高町を中心とする生活の拠点

や高齢者の支援の拠点となる都市機能の確保、駅前商店街の賑わい創出、歴史的・文化的資源

の保全・活用、良好な景観の維持・創出など観光機能の維持・強化が必要である。 

 

市全体 35.4%

穂高 79.5%

公共交通人口カバー率大型小売店地区別店舗数 

高齢化率 

31.03％(H27) 

396

320

571

492

193

207

26

22
16

32

1 , 203

1 ,074

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

Ｈ12

Ｈ22

未就学児 小学校・中学校 高校 短大・高専 大学・大学院

在学者・未就学者数（穂高）

男 女 合計

穂高拠点 2,966 3,272 6,239 2,402 2.60

安曇野市全体 45,866 49,416 95,282 34,732 2.74

地区名
人口

世帯数
１世帯あた

り平均人口

出典：東洋経済社 全国大型小売店総覧、安曇野市立地適正化計画予備調査（H27）、安曇野市医療と介護の連携マップ（H29） 

出典：国勢調査（H22、H27） 
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＜新築動向＞ 

 人口当たりの新築件数は、

市平均よりも多い。 

 

 

 

 

＜居住者属性＞ 

● 借家の割合、単独世帯の割合が他と

比べ若干多い。 

 単独世帯の割合（H27）が約 26％で市

平均（約 22％）より若干多い。 

 持ち家の割合（H27）が約 73％で市平

均（約 80％）より若干低く、借家の割

合が約 21％で市平均（約 16％）より

若干多い。 

 職業別人口割合（H22）は、農林漁業

が約 5％と市平均（約 8％）より少な

い。 

 転入状況（H22）（Ｈ17→Ｈ22の移動状

況）は、概ね市平均と同様の傾向。 

 

 

● 他市で従業する割合は若干低い。 

 従業地（H22）は、他市が 1,038 人だ

が、割合は約 33％で市平均（約 37％）

より約 4％低い。 

 通勤・通学の交通手段（H22）は電車・

バスが約 6％で市平均（約 5％）より

若干高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｈ23～28年度新築動向 

 穂高拠点 安曇野市全体 

Ｈ23～28新築件数 341件 3,011件 

Ｈ27人口 6,239人 95,282人 

人口 1千人あたり新築件数 54.66 31.60 

全市平均に対する比率（特化係数） 1.73 1.00 

 

31.07%

31.19%

24.39%

21.92%

5.36%

8.46%

18.65%

17.76%

4.18%

4.83%

16.36%

15.84%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

穂高拠点

安曇野市全体

職業別人口割合（Ｈ 22）

管理・専門・技術・事務職 販売・サービス職 農林漁業 製造 建設等 その他

(n=3,121)

(n=49,401)

35.32%

35.37%

62.44%

63.20%

2.24%

1.43%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

穂高拠点

安曇野市全体

通学地別人口割合（Ｈ22）

自市区町村へ通学 他市区町村へ通学 不詳

(n=281)

(n=4,052)

905

16,821

1,210

18,458

654

12,184

1,053

16,202

2,260

31,433

141

1,381

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

穂高拠点

安曇野市全体

居住期間別世帯数（Ｈ22）

出生時から 5年未満 5年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上 不詳

(n=6,223)

(n=96,479)

72.92%

80.00%

4.24%

2.33%

20.96%

15.63%

1.10%

1.42%

0.77%

0.63%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

穂高拠点

安曇野市全体

持ち家・借家別世帯数割合（Ｈ27）

持ち家 公営住宅 民営の借家 給与住宅 その他

(n=2,390)

(n=34,233)

4,937 

77,810 

428 

6,427 

715 

10,605 

143 

1,637 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

穂高拠点

安曇野市全体

転入状況別人口（Ｈ22）

現住所 自市区町村内 市外から 不詳

(n=6,223)

(n=96,479)

3.54%

4.07%

5.77%

4.75%

79.53%

82.39%

5.99%

4.60%

2.55%

1.80%

2.62%

2.39%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

穂高拠点

安曇野市全体

交通手段別人口割合（Ｈ22）

徒歩だけ 自転車 自家用車・オートバイ 電車・バス その他 不詳

(n=2,694)

(n=42,634)

14.00%

14.79%

50.14%

46.13%

33.25%

37.35%

2.60%

1.73%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

穂高拠点

安曇野市全体

従業地別人口割合（Ｈ22）

自宅で従業 自宅外の自市区町村で従業 他市区町村で従業 不詳

(n=3,121)

(n=49,401)

619

7,763

1,404

20,836

356

5,735

18

281

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

穂高拠点

安曇野市全体

家族分類別世帯数（Ｈ27）

単独世帯 核家族世帯 核家族世帯以外 その他

(n=2,397)

(n=34,615)

25.82％ 

22.43％ 

1,038人 

出典：国勢調査（H22、H27） 
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 三郷拠点地区 （３）

 

 

 

 

 

＜人口＞ 

● 総人口は横ばい。年齢構成は比較的若い。 

 H22→H27で人口は横ばい。人口密度は 40.00人/ha以上と比較的高い。 

 高齢化率は約 25％（H27）で市平均（約 30％）より低い。 

 市外からの転入（H22）は 540名と比較的多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施設立地・公共交通＞ 

 一日広場駅が立地し、公共交通人口カ

バー率は約 6割と比較的良い。駅周辺

はスーパーマーケットなど生活に必

要な都市機能が充足している。 

 地区内に大型店が 1 件立地するほか、

地区外の田園環境区域に 3件の大型店

が立地している。 

 

 

 

 

  

機能 行政 介護福祉 子育て 商業 医療 金融 教育文化 健康 市営住宅

立地 支所 地括 ― 診療所 銀行・郵便局 市営住宅公民館 図書館
小学校 中学校スーパー

体育館・武道館
保健センター

※地括：地域包括支援センター、老福：老人福祉センター、交流学習：交流学習センター

地区内に立地する都市機能一覧（三郷）

児童館
認可保育所

506 575 653 604 

2,156 2,244 2,345 2,280 

674 
760 

872 985 
3 , 335 

3 , 578 
3 , 870 3 ,869 3 , 793 3 ,703 3 , 599 3 , 489 3 , 369 

505 441 400 378 366 

2,245 2,214 
2,107 1,958 1,770 

1,043 1,047 1,092 1,153 
1,233 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

Ｈ12 Ｈ17 Ｈ22 Ｈ27 Ｈ32 Ｈ37 Ｈ42 Ｈ47 Ｈ52

0～14歳 15～64歳 65歳以上

0～14歳（推計） 15～64歳（推計） 65歳以上（推計）

3階級別人口動向（三郷拠点）

14

15

3

5

10

11

27

31

0 5 10 15 20 25 30 35

H12

H29

安曇野市全体

拠点市街区域 準拠点・田園居住 田園環境

1

1

2

3

3

4

0 5 10 15 20

H12

H29

旧三郷村

224

255

307

428

109

118

20

20

8

18

6 6 8

8 4 0

0 200 400 600 800

Ｈ12

Ｈ22

未就学児 小学校・中学校 高校 短大・高専 大学・大学院

在学者・未就学者数（三郷）

＜現況・課題＞ 

・本地区は旧三郷村の中心であるとともに、松本市など他市への通勤者が従業者の約半数を占める

ベッドタウンとしての側面があり、全市と比較し年少人口比率が高い地区である。 

・今後、人口減少及び高齢者の増加が予測されるが、引き続き本市の南側の生活拠点として、日常

生活や高齢者支援の中核となる都市機能の確保、松本市等への通勤環境の確保が必要である。 

 

市全体 35.4%

三郷 63.8%

公共交通人口カバー率

大型小売店地区別店舗数 

高齢化率 
25.46％(H27) 

男 女 合計

三郷拠点 1,833 2,037 3,870 1,410 2.75

安曇野市全体 45,866 49,416 95,282 34,732 2.74

地区名
人口

世帯数
１世帯あた

り平均人口

出典：東洋経済社 全国大型小売店総覧、安曇野市立地適正化計画予備調査（H27）、安曇野市医療と介護の連携マップ（H29） 

出典：国勢調査（H22、H27） 
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＜新築動向＞ 

 人口当たりの新築件数は、

市平均の半数程度と少ない。 

 

 

 

 

 

＜居住者属性＞ 

● 持ち家率、世帯人数は市平均と同程度。 

 持ち家、借家の割合（H27）は市平均

と同程度。（持ち家 約 79％、借家 約

15％） 

 居住期間（H22）は市平均と大きく変

わらないものの、「出生時から」が約

15％で市平均（約 17％）より若干低い。 

 世帯当たり人数（H27）は 2.75 人で、

市平均（2.74人）と同程度。 

 職業別人口割合（H22）は管理・専門・

技術・事務職が約 35％と市平均（約

31％）より多い。 

 転入状況（H22）（Ｈ17→Ｈ22の移動状

況）は、市外からの転入が約 14％と市

平均（約 11％）より多い。 

 

● 就業者の半数近くが他市で就業。通勤

通学の交通手段は電車・バスが若干多

い。 

 従業地（H22）は、他市が約 49％で市

平均（約 37％）より約 12％高い。 

 通学地（H22）は、他市が約 59％で市

平均（約 63％）より若干低い。 

 通勤・通学の交通手段（H22）は電車・

バスが約 7％で市平均（約 5％）より

若干高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｈ23～28年度新築動向 

 三郷拠点 安曇野市全体 

Ｈ23～28新築件数 66件 3,011件 

Ｈ27人口 3,870人 95,282人 

人口 1千人あたり新築件数 17.05 31.60 

全市平均に対する比率（特化係数） 0.54 1.00 

 

38.30%

35.37%

58.64%

63.20%

3.07%

1.43%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

三郷拠点

安曇野市全体

通学地別人口割合（Ｈ22）

自市区町村へ通学 他市区町村へ通学 不詳

(n=175)

(n=4,052)

34.79%

31.19%

22.41%

21.92%

6.84%

8.46%

16.52%

17.76%

5.04%

4.83%

14.41%

15.84%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

三郷拠点

安曇野市全体

職業別人口割合（Ｈ 22）

管理・専門・技術・事務職 販売・サービス職 農林漁業 製造 建設等 その他

(n=1,960)

(n=49,401)

580

16,821

897

18,458

514

12,184

592

16,202

1,265

31,433

23

1,381

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

三郷拠点

安曇野市全体

居住期間別世帯数（Ｈ22）

出生時から 5年未満 5年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上 不詳

(n=3,870)

(n=96,479)

79.38%

80.00%

3.30%

2.33%

15.10%

15.63%

1.95%

1.42%

0.27%

0.63%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

三郷拠点

安曇野市全体

持ち家・借家別世帯数割合（Ｈ27）

持ち家 公営住宅 民営の借家 給与住宅 その他

(n=1,404)

(n=34,233)

3,002 

77,810 

283 

6,427 

540 

10,605 

45 

1,637 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

三郷拠点

安曇野市全体

転入状況別人口（Ｈ 22）

現住所 自市区町村内 市外から 不詳

(n=3,870)

(n=96,479)

2.07%

4.07%

4.57%

4.75%

83.01%

82.39%

6.84%

4.60%

2.08%

1.80%

1.43%

2.39%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

三郷拠点

安曇野市全体

交通手段別人口割合（Ｈ22）

徒歩だけ 自転車 自家用車・オートバイ 電車・バス その他 不詳

(n=1,773)

(n=42,634)

11.47%

14.79%

37.84%

46.13%

49.01%

37.35%

1.68%

1.73%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

三郷拠点

安曇野市全体

従業地別人口割合（Ｈ22）

自宅で従業 自宅外の自市区町村で従業 他市区町村で従業 不詳

(n=1,960)

(n=49,401)

266

7,763

938

20,836

198

5,735

7

281

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

三郷拠点

安曇野市全体

家族分類別世帯数（Ｈ27）

単独世帯 核家族世帯 核家族世帯以外 その他

14.98％ 

17.43％ 

11.0％ 

14.0％ 

出典：国勢調査（H22、H27） 
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 堀金拠点地区 （４）

 

 

 

 

 

＜人口＞ 

● 総人口は微減。高齢化の進展は市平均と同程度。 

 H22→H27で人口は約 4％減少（市平均約 1％減少） 

 高齢化率は約 30％（H27）で市平均（約 30％）と同程度。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施設立地・公共交通＞ 

 定時定路線の公共交通は存在しない。 

 地区内にある程度の都市機能が立地

するほか、近接する堀金地区の大型商

業施設にも容易にアクセスできる。 

 大型小売店は、H12→H29では拠点市街

区域で 1店舗増加している。 

 

  

機能 行政 介護福祉 子育て 商業 医療 金融 教育文化 健康 市営住宅

立地 支所 ― ― ― 診療所 銀行・郵便局 ―公民館 図書館
小学校 中学校

体育館・武道館

※地括：地域包括支援センター、老福：老人福祉センター、交流学習：交流学習センター

地区内に立地する都市機能一覧（堀金）

児童館

121 129 128 120 

475 496 480 447 

144 
166 229 

239 

7 4 1 
7 9 0 

8 3 7 8 0 7 7 9 1 7 6 6 7 4 1 7 1 3 6 8 6 

93 90 83 79 77 

459 441 
415 394 354 

239 235 242 241 256 

0

200

400

600

800

1,000

0

200

400

600

800

1,000

Ｈ12 Ｈ17 Ｈ22 Ｈ27 Ｈ32 Ｈ37 Ｈ42 Ｈ47 Ｈ52
0～14歳 15～64歳 65歳以上

0～14歳（推計） 15～64歳（推計） 65歳以上（推計）

3階級別人口動向（堀金拠点）

55

46

71

87

22

27

3

5

1

6

1 5 3

1 7 1

0 50 100 150 200

Ｈ12

Ｈ22

未就学児 小学校・中学校 高校 短大・高専 大学・大学院

在学者・未就学者数（堀金）

1

2

1

2

0 5 10 15 20

H12

H29

旧堀金村

14

15

3

5

10

11

27

31

0 5 10 15 20 25 30 35

H12

H29

安曇野市全体

拠点市街区域 準拠点・田園居住 田園環境

＜現況・課題＞ 

・本地区は旧堀金村の中心として各種公共施設等が立地するほか、近接する下堀地区の大型商業

施設へのアクセス性に優れるものの、公共交通の利用環境に劣る地区である。 

・居住者は他市への通勤者は比較的少なく、世帯あたり人員が多く、持ち家世帯が多い。 

・引き続き本市の西側の生活拠点として、下堀地区と連携し、大型商業施設や各種都市機能がコ

ンパクトに集約した環境の確保が必要である。 

 

 

市全体 35.4%

堀金 0.0%

公共交通人口カバー率

大型小売店地区別店舗数 

高齢化率 
29.66％(H27) 

3.62％減少 

増加 

男 女 合計

堀金拠点 369 437 807 245 3.29

安曇野市全体 45,866 49,416 95,282 34,732 2.74

地区名
人口

世帯数
１世帯あた

り平均人口

出典：東洋経済社 全国大型小売店総覧、安曇野市立地適正化計画予備調査（H27）、安曇野市医療と介護の連携マップ（H29） 

出典：国勢調査（H22、H27） 
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＜新築動向＞ 

 人口当たりの新築件数は、

市平均よりも若干少ない。 

 

 

 

 

 

 

＜居住者属性＞ 

● ほとんどが持ち家に居住する家族で、

世帯当たり人数は多い。 

 核家族以外の世帯の割合（H27）は約

23％で市平均（約 17％）より多く、単

独世帯の割合は約 16％（市平均約 22％）

と少ない。 

 持ち家の割合（H27）が約 91％（市平

均約 80％）と著しく高い。 

 居住期間（H22）は、20年以上が約 34％

で市平均（約 33％）と同程度、出生時

からが約 21％で市平均（約 17％）よ

り若干多い。 

 世帯当たり人数（H27）は 3.29 人で、

市平均（2.74人）より著しく多い。 

 職業別人口割合（H22）は農林漁業が

約 11％（市平均約 8％）、製造が 20％

（市平均約 18％）で市平均より若干多

い。 

 転入状況（H22）（Ｈ17→Ｈ22の移動状

況）は、概ね市平均と同様の傾向。 

 

 

● 自営業主、家族従業員が若干多い。 

● 他市での従業が少ない。 

● 通勤・通学の交通手段は他と比較し徒

歩が多く、電車・バスが少ない。 

 従業地（H22）は、他市が約 30％で市

平均（約 37％）より約 8％低い。 

 通勤・通学の交通手段（H22）は徒歩

が約 10％で市平均（約 4％）より高い。

自家用車・オートバイは市平均と同程

度で、電車・バスは約 2％と少ない。 

 

 

 

 

 

  

Ｈ23～28年度新築動向 

 堀金拠点 安曇野市全体 

Ｈ23～28新築件数 22件 3,011件 

Ｈ27人口 807人 95,282人 

人口 1千人あたり新築件数 27.28 31.60 

全市平均に対する比率（特化係数） 0.86 1.00 

 

91.36%

80.00%

0.08%

2.33%

4.76%

15.63%

2.85%

1.42%

0.95%

0.63%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

堀金拠点

安曇野市全体

持ち家・借家別世帯数割合（Ｈ27）

持ち家 公営住宅 民営の借家 給与住宅 その他

(n=244)

(n=34,233)

173

16,821

178

18,458

79

12,184

113

16,202

286

31,433

7

1,381

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

堀金拠点

安曇野市全体

居住期間別世帯数（Ｈ22）

出生児から 5年未満 5年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上 不詳

(n=837)

(n=96,479)

31.66%

31.19%

19.05%

21.92%

11.05%

8.46%

20.28%

17.76%

3.84%

4.83%

14.12%

15.84%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

堀金拠点

安曇野市全体

職業別人口割合（Ｈ22）

管理・専門・技術・事務職 販売・サービス職 農林漁業 製造 建設等 その他

(n=438)

(n=49,401)

663 

77,810 

68 

6,427 

91 

10,605 

16 

1,637 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

堀金拠点

安曇野市全体

転入状況別人口（Ｈ22）

現住所 自市区町村内 市外から 不詳

(n=837)

(n=96,479)

10.06%

4.07%

4.63%

4.75%

80.66%

82.39%

2.09%

4.60%

1.44%

1.80%

1.11%

2.39%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

堀金拠点

安曇野市全体

交通手段別人口割合（Ｈ22）

徒歩だけ 自転車 自家用車・オートバイ 電車・バス その他 不詳

(n=367)

(n=42,634)

46.20%

35.37%

53.80%

63.20%

0.00%

1.43%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

堀金拠点

安曇野市全体

通学地別人口割合（Ｈ22）

自市区町村へ通学 他市区町村へ通学 不詳

(n=42)

(n=4,052)

17.55%

14.79%

51.44%

46.13%

29.83%

37.35%

1.18%

1.73%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

堀金拠点

安曇野市全体

従業地別人口割合（Ｈ22）

自宅で従業 自宅外の自市区町村で従業 他市区町村で従業 不詳

(n=438)

(n=49,401)

38

7,763

146

20,836

56

5,735

3

281

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

堀金拠点

安曇野市全体

家族分類別世帯数（Ｈ27）

単独世帯 核家族世帯 核家族世帯以外 その他

(n=244)

(n=34,615)

15.55％ 

22.43％ 

23.11％ 

16.57％ 

34.20％ 

32.58％ 

20.72％ 

17.43％ 

出典：国勢調査（H22、H27） 
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 明科拠点地区 （５）

 

 

 

 

 

＜人口＞ 

●人口減少が最も顕著。 

 H22→H27で人口が約 9％減少（全市平均約 1％減少） 

 市内で唯一、65歳以上人口が減少（減少率約 1％、全市平均は約 14％増加） 

 高齢化率は約 36％（H27）で他地区より高い。（市平均約 30％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施設立地・公共交通＞ 

 明科駅が立地し、公共交通人口カバー率は

100％となる。 

 明科駅を中心に、地区内に概ね全ての都市機

能が立地している。 

 大型小売店は、H12→H29 では店舗の増減は

みられない。 

 

 

  

機能 行政 介護福祉 子育て 商業 医療 金融 教育文化 健康 市営住宅

立地 支所 ― ― 診療所 銀行・郵便局 市営住宅公民館 図書館
交流学習 小学校

保健センター

※地括：地域包括支援センター、老福：老人福祉センター、交流学習：交流学習センター

地区内に立地する都市機能一覧（明科）

児童館
認可保育所

スーパー
コンビニ

275 270 262 223 

1,365 1,255 
1,086 

939 

616 
641 

665 
661 

2 , 256 
2 , 166 

2 , 013 
1 , 823 1 ,859 

1 , 765 
1 , 670 

1 , 580 
1 , 497 

220 193 173 160 153 

984 971 
900 853 

766 

655 
601 

598 
567 

578 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

Ｈ12 Ｈ17 Ｈ22 Ｈ27 Ｈ32 Ｈ37 Ｈ42 Ｈ47 Ｈ52

0～14歳 15～64歳 65歳以上

0～14歳（推計） 15～64歳（推計） 65歳以上（推計）

3階級別人口動向（明科拠点）

1

1

1

1

0 5 10 15 20

H12

H29

旧明科村

14

15

3

5

10

11

27

31

0 5 10 15 20 25 30 35

H12

H29

安曇野市全体

拠点市街区域 準拠点・田園居住 田園環境

118

98

171

177

59

61

22

8
9

3 7 2

3 5 3

0 50 100 150 200 250 300 350 400

Ｈ12

Ｈ22

未就学児 小学校・中学校 高校 短大・高専 大学・大学院

在学者・未就学者数（明科）

＜現況・課題＞ 

・本地区は旧明科町の中心として、駅周辺に商業施設や公共施設等の各種都市機能がコンパクトに

集積した地区である。市内で最も人口減少・高齢化が進展しており、人口密度が比較的低く、市

外からの転入者や新築件数も少ないなど活力が停滞している状況である。 

・引き続き旧明科町の中心として便利な生活環境を維持・向上するため、駅周辺に集積している各

種都市機能を維持・活用しつつ、これら都市機能の利用圏内への居住の誘導が必要である。 

 

市全体 35.4%

明科 100.0%

公共交通人口カバー率

大型小売店地区別店舗数 

高齢化率 
36.26％(H27) 

9.40％減少 

0.61％減少 

男 女 合計

明科拠点 863 962 1,825 648 2.82

安曇野市全体 45,866 49,416 95,282 34,732 2.74

地区名
人口

世帯数
１世帯あた

り平均人口

出典：東洋経済社 全国大型小売店総覧、安曇野市立地適正化計画予備調査（H27）、安曇野市医療と介護の連携マップ（H29） 

出典：国勢調査（H22、H27） 



 

39 

1,742 

77,810 

89 

6,427 

170 

10,605 

12 

1,637 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

明科拠点

安曇野市全体

転入状況別人口（Ｈ22）

現住所 自市区町村内 市外から 不詳

(n=2,013)

(n=96,479)

36.08%

31.19%

27.67%

21.92%

3.93%

8.46%

16.82%

17.76%

4.21%

4.83%

11.29%

15.84%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

明科拠点

安曇野市全体

職業別人口割合（Ｈ22）

管理・専門・技術・事務職 販売・サービス職 農林漁業 製造 建設等 その他

(n=1,025)

(n=49,401)

85.87%

80.00%

0.89%

2.33%

11.06%

15.63%

1.00%

1.42%

1.19%

0.63%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

明科拠点

安曇野市全体

持ち家・借家別世帯数割合（Ｈ27）

持ち家 公営住宅 民営の借家 給与住宅 その他

(n=643)

(n=34,233)

433

16,821

283

18,458

165

12,184

226

16,202

889

31,433

17

1,381

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

明科拠点

安曇野市全体

居住期間別世帯数（Ｈ22）

出生時から 5年未満 5年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上 不詳

(n=2,013)

(n=96,479)

11.83%

4.07%

5.13%

4.75%

69.07%

82.39%

8.94%

4.60%

1.14%

1.80%

3.89%

2.39%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

明科拠点

安曇野市全体

交通手段別人口割合（Ｈ22）

徒歩だけ 自転車 自家用車・オートバイ 電車・バス その他 不詳

(n=871)

(n=42,634)

16.96%

14.79%

43.05%

46.13%

39.72%

37.35%

0.27%

1.73%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

明科拠点

安曇野市全体

従業地別人口割合（Ｈ22）

自宅で従業 自宅外の自市区町村で従業 他市区町村で従業 不詳

(n=1,025)

(n=49,401)

140

7,763

355

20,836

151

5,735

2

281

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

明科拠点

安曇野市全体

家族分類別世帯数（Ｈ27）

単独世帯 核家族世帯 核家族世帯以外 その他

(n=648)

(n=34,615)

29.82%

35.37%

70.18%

63.20%

0.00%

1.43%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

明科拠点

安曇野市全体

通学地別人口割合（Ｈ22）

自市区町村へ通学 他市区町村へ通学 不詳

(n=82)

(n=4,052)

54.73％ 

60.19％ 

23.30％ 

16.57％ 

21.50％ 

17.43％ 

44.16％ 

32.58％ 

8.4％ 

86.5％ 

80.6％ 

4.4％ 

6.7％ 
11.0％ 

 

＜新築動向＞ 

 人口当たりの新築件数は、

市平均よりも大幅に少ない。 

 

 

 

 

 

 

＜居住者属性＞ 

● 核家族または、夫婦+親などの世帯が

長期間にわたり居住している。 

 核家族以外の世帯の割合（H27）は約

23％で市平均（約 17％）より多く、核

家族の割合（H27）が約 55％で市平均（約

60％）より少ない。 

 居住期間（H22）は、20年以上が約 44％

（市平均約 33％）、出生時からが約 22％

（市平均約 17％）と多い。 

 職業別人口割合（H22）は管理・専門・

技術・事務職が約 36％と市平均（約 31％）

より多く、農林漁業は約 4％と市平均

（約 8％）より少ない。 

 転入状況（H22）（Ｈ17→Ｈ22 の移動状

況）は、市外からの転入者や市内での移

動者が市平均よりも少なく、5年前から

現住所のままの人の割合が約 87％と市

平均（約 81％）より多い。 

 

 

● 通勤・通学に電車・バスを利用する割

合が最も高い。 

 従業地（H22）は、他市で従業は約 40％

で市平均（約 37％）より若干高い。 

 通学地（H22）は、他市へ通学が約 70％

と市平均（約 63％）より高い。 

 通勤・通学の交通手段（H22）は電車・

バスが約 9％で市平均（約 5％）より多

い。自家用車・オートバイは約 69％で

他地区と比較し最も低い。 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｈ23～28年度新築動向 

 明科拠点 安曇野市全体 

Ｈ23～28新築件数 22件 3,011件 

Ｈ27人口 1,825人 95,282人 

人口 1千人あたり新築件数 12.05 31.60 

全市平均に対する比率（特化係数） 0.38 1.00 

 

出典：国勢調査（H22、H27） 
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 田沢・光地区 （６）

 

 

 

 

 

＜人口＞ 

● 人口増加（転入）が落ち着き、市平均よりも年齢構成は若いものの徐々に高齢化が進展。 

 総人口は、H12→H17に 943人から 1,220人に増加した後、H22に 1,291人、H27に

1,282人と横ばい。 

 H22→H27で 65歳以上人口が約 26％増加。増加率は市平均（約 14％）と比較し高い。 

 0～14歳人口は約 16％減少（市平均約 8％減少） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施設立地・公共交通＞ 

 地区内に田沢駅が立地するものの、地区

の北部が駅徒歩圏から外れる。 

 地区内に都市機能の集積は少ない。 

 

 

 

  

  

機能 行政 介護福祉 子育て 商業 医療 金融 教育文化 健康 市営住宅

立地 ― ― ― 銀行・郵便局 ― ― 市営住宅

※地括：地域包括支援センター、老福：老人福祉センター、交流学習：交流学習センター

地区内に立地する都市機能一覧（田沢・光）

認可保育所 コンビニ

128 222 234 197 

574 

740 768 
721 

240 

258 
289 365 9 4 3 

1 ,220 
1 , 291 1 , 282 1 , 261 1 , 230 1 , 197 1 ,160 1 , 121 

176 143 129 122 120 

739 744 721 
663 576 

346 344 347 
375 425 

0

500

1,000

1,500

0

500

1,000

1,500

Ｈ12 Ｈ17 Ｈ22 Ｈ27 Ｈ32 Ｈ37 Ｈ42 Ｈ47 Ｈ52

0～14歳 15～64歳 65歳以上

0～14歳（推計） 15～64歳（推計） 65歳以上（推計）

3階級別人口動向（田沢・光）

5

5

1

3

6

8

0 5 10 15 20

H12

H29

旧豊科町

14

15

3

5

10

11

27

31

0 5 10 15 20 25 30 35

H12

H29

安曇野市全体

拠点市街区域 準拠点・田園居住 田園環境

44

92

90

155

39

38

4

5
2

8

1 7 8

2 9 9

0 50 100 150 200 250 300 350

Ｈ12

Ｈ22

未就学児 小学校・中学校 高校 短大・高専 大学・大学院 合計

在学者・未就学者数（田沢・光）

＜現況・課題＞ 

・かつての新興住宅地であり、他市へ通勤する人が多い。過去に他市等から移転してきた持ち家世

帯が多い地区である。近年の新築件数は少ない。地区内に駅が立地するものの、都市機能の集積

は少ない。他地区同様に、今後徐々に人口減少・高齢化が進展する見込みである。 

・駅を活用して他市へも通勤可能な便利な住宅地として、日常生活に必要な身近な都市機能の確保

と居住の誘導が必要である。 

 

市全体 35.4%

田沢・光 30.7%

公共交通人口カバー率

大型小売店地区別店舗数 

高齢化率 
28.44％(H27) 

25.98％増加 

16.10％減少 

男 女 合計

田沢・光 629 654 1,284 442 2.90

安曇野市全体 45,866 49,416 95,282 34,732 2.74

地区名
人口

世帯数
１世帯あた

り平均人口

出典：東洋経済社 全国大型小売店総覧、安曇野市立地適正化計画予備調査（H27）、安曇野市医療と介護の連携マップ（H29） 

出典：国勢調査（H22、H27） 
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＜新築動向＞ 

 人口当たりの新築件数は、

市平均の半数程度と少ない。 

 

 

 

 

 

＜居住者属性＞ 

● ほとんどが持家に居住している。他地

区より居住歴は短い。 

 単独世帯の割合（H27）は約 16％（市平

均約 22％）と少ない。 

 持ち家の割合（H27）が約 89％（市平均

80％）と著しく高い。 

 居住期間（H22）は 20 年以上が約 27％

で市平均（約 33％）と比較し少なく、5

～10年が約 22％で市平均（約 13％）と

比較し多い。 

 職業別人口割合（H22）は管理・専門・

技術・事務職が約 34％と市平均（約 31％）

より多く、販売・サービス職も約 24％

と市平均（約 22％）より多く、製造が

約 16％と市平均（約 18％）より少ない。 

 転入状況（H22）（Ｈ17→Ｈ22 の移動状

況）は、概ね市平均と同様の傾向。 

 

● 就業者の半数近くが他市で就業 

 従業地（H22）は、他市で従業は約 49％

（市平均約 37％）と高い。 

 通勤・通学の交通手段（H22）は電車・

バスが約 6％（市平均 5％）、自家用車・

オートバイが約 85％（市平均約 82％）。 

 H17→H22 で他市への就業者が約 8％増

加（市平均約 4％増加）、他市への通学

者は約 6％増加（市平均約 4％増加）。 

 小・中・高校生は約 14％（H22）で市平

均（約 12％）より若干高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｈ23～28年度新築動向 

 田沢・光 

地区 
安曇野市全体 

Ｈ23～28新築件数 20件 3,011件 

Ｈ27人口 1,284人 95,282人 

人口 1千人あたり新築件数 15.58 31.60 

全市平均に対する比率（特化係数） 0.49 1.00 

 

33.96%

31.19%

24.47%

21.92%

8.33%

8.46%

15.61%

17.76%

4.90%

4.83%

12.74%

15.84%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

田沢・光

安曇野市全体

職業別人口割合（Ｈ22）

管理・専門・技術・事務職 販売・サービス職 農林漁業 製造 建設等 その他

(n=632)

(n=49,401)

248

16,821

260

18,458

288

12,184

140

16,202

348

31,433

8

1,381

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

田沢・光

安曇野市全体

居住期間別世帯数（Ｈ22）

出生時から 5年未満 5年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上 不詳

(n=1,291)

(n=96,479)

89.14%

80.00%

2.97%

2.33%

6.28%

15.63%

0.50%

1.42%

1.12%

0.63%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

田沢・光

安曇野市全体

持ち家・借家別世帯数割合（Ｈ27）

持ち家 公営住宅 民営の借家 給与住宅 その他

(n=438)

(n=34,233)

1,041 

77,810 

74 

6,427 

169 

10,605 

7 

1,637 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

田沢・光

安曇野市全体

転入状況別人口（Ｈ 22）

現住所 自市区町村内 市外から 不詳

(n=1,291)

(n=96,479)

1.71%

4.07%

4.20%

4.75%

84.93%

82.39%

6.40%

4.60%

0.90%

1.80%

1.85%

2.39%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

田沢・光

安曇野市全体

交通手段別人口割合（Ｈ22）

徒歩だけ 自転車 自家用車・オートバイ 電車・バス その他 不詳

(n=565)

(n=42,634)

38.57%

35.37%

61.43%

63.20%

0.00%

1.43%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

田沢・光

安曇野市全体

通学地別人口割合（Ｈ22）

自市区町村へ通学 他市区町村へ通学 不詳

(n=59)

(n=4,052)

13.40%

14.79%

37.44%

46.13%

48.85%

37.35%

0.31%

1.73%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

田沢・光

安曇野市全体

従業地別人口割合（Ｈ22）

自宅で従業 自宅外の自市区町村で従業 他市区町村で従業 不詳

(n=632)

(n=49,401)

72

7,763

295

20,836

72

5,735

3

281

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

田沢・光

安曇野市全体

家族分類別世帯数（Ｈ27）

単独世帯 核家族世帯 核家族世帯以外 その他

(n=442)

(n=34,615)

16.23％ 

22.43％ 

22.28％ 

12.63％ 

26.91％ 

32.58％ 

出典：国勢調査（H22、H27） 
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 安曇野 I.C.地区 （７）

 

 

 

 

 

 

＜人口＞ 

● 人口が減少し、特に 0～14 歳人口が大幅に減少。 

 H22→H27で人口が約 5％減少（市平均約 1％減少） 

 0～14歳人口は H22→H27で約 21％減少（市平均 8％減少） 

 15～64歳人口も、約 9%減少（市平均約 6％減少） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施設立地・公共交通＞ 

 定時定路線あずみんのバス停があり、公共交通

人口カバー率は約 40％となるほか、高速バスも

利用可能である。 

 地区内には、スーパーや診療所等の身近な都市

機能が立地していない。 

 

  

機能 行政 介護福祉 子育て 商業 医療 金融 教育文化 健康 市営住宅

立地 ― ― ― ― ― ― 市営住宅

※地括：地域包括支援センター、老福：老人福祉センター、交流学習：交流学習センター

地区内に立地する都市機能一覧（安曇野IC）

コンビニ

314 249 235 186 

1,398 
1,199 

1,008 
919 

359 

423 
510 

563 

2 ,071 
1 , 872 

1 , 753 1 , 669 1 , 683 1 , 613 1 , 530 1 , 444 1 , 363 

186 174 154 142 140 

910 870 837 
764 

660 

587 
569 539 537 563 

0

1,000

2,000

3,000

0

1,000

2,000

3,000

Ｈ12 Ｈ17 Ｈ22 Ｈ27 Ｈ32 Ｈ37 Ｈ42 Ｈ47 Ｈ52

0～14歳 15～64歳 65歳以上

0～14歳（推計） 15～64歳（推計） 65歳以上（推計）

3階級別人口動向（安曇野I.C）

5

5

1

3

6

8

0 5 10 15 20

H12

H29

旧豊科町

14

15

3

5

10

11

27

31

0 5 10 15 20 25 30 35

H12

H29

安曇野市全体

拠点市街区域 準拠点・田園居住 田園環境

149

80

179

161

71

57

12

8

4

3

4 1 5

3 0 8

0 100 200 300 400 500

Ｈ12

Ｈ22

未就学児 小学校・中学校 高校 短大・高専 大学・大学院

在学者・未就学者数（安曇野I.C）

＜現況・課題＞ 

・かつての新興住宅地と公営住宅があり、20 年以上前に居住しはじめた人が多い地区である。近

年の新築件数は比較的少ない。人口密度は 60 人/ha 以上と高いエリアが多い。市内でも比較的

高齢化率が高く、今後も人口減少・高齢化の進展が見込まれる。近年の転入者は比較的少ない。 

・今後高齢化していく居住者の生活を支えるために、日常生活に必要な身近な都市機能の確保と、

定時定路線あずみんなどの公共交通の確保が必要である。 

市全体 35.4%

安曇野IC 40.3%

公共交通人口カバー率

大型小売店地区別店舗数 

高齢化率 
33.76％(H27) 4.84％減少 

20.80％減少 

8.84％減少 

男 女 合計

安曇野I.C . 796 876 1,672 659 2.54

安曇野市全体 45,866 49,416 95,282 34,732 2.74

地区名
人口

世帯数
１世帯あた

り平均人口

出典：東洋経済社 全国大型小売店総覧、安曇野市立地適正化計画予備調査（H27）、安曇野市医療と介護の連携マップ（H29） 

出典：国勢調査（H22、H27） 
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＜新築動向＞ 

 人口当たりの新築件数は、

市平均よりも少ない 

 

 

 

 

 

＜居住者属性＞ 

● 公営住宅に住む世帯の割合が多く、20

年以上前に居住しはじめた人が多い。 

 公営住宅に住む世帯の割合（H27）は約

17％で、市平均（約 2％）と比較し多い。 

 居住期間（H22）は、20 年以上が約 43％

で市平均（約 33％）と比較し多いが、出

生時からが約 12％で市平均（約 17％）よ

り少ない。 

 職業別人口割合（H22）は製造が約 20％

と市平均（約 18％）より多く、農林漁業

は約 3％と市平均（約 8％）より少ない。 

 転入状況（H22）（Ｈ17→Ｈ22の移動状況）

は、市外からの転入者が約 9％で市平均

（約 11％）より少ない。 

 
● 他市で従業する割合は、市平均と同程

度。 

 従業地（H22）は、他市が約 37％で市平

均と同程度。 

 通勤・通学の交通手段（H22）は自家用車・

オートバイが約 84％（市平均約 82％）、

電車・バスが約 5％（市平均約 5％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｈ23～28年度新築動向 

 安曇野 I.C. 

地区 
安曇野市全体 

Ｈ23～28新築件数 45件 3,011件 

Ｈ27人口 1,672人 95,282人 

人口 1千人あたり新築件数 26.92 31.60 

全市平均に対する比率（特化係数） 0.85 1.00 

 

70.42%

80.00%

17.20%

2.33%

11.03%

15.63%

1.08%

1.42%

0.27%

0.63%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

安曇野I.C.

安曇野市全体

持ち家・借家別世帯数割合（Ｈ27）

持ち家 公営住宅 民営の借家 給与住宅 その他

(n=651)

(n=34,233)

29.88%

31.19%

22.70%

21.92%

3.35%

8.46%

19.69%

17.76%

5.02%

4.83%

19.36%

15.84%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

安曇野I.C.

安曇野市全体

職業別人口割合（Ｈ22）

管理・専門・技術・事務職 販売・サービス職 農林漁業 製造 建設等 その他

(n=847)

(n=49,401)

1,477 

77,810 

112 

6,427 

153 

10,605 

13 

1,637 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

安曇野I.C.

安曇野市全体

転入状況別人口（Ｈ22）

現住所 自市区町村内 市外から 不詳

(n=1,754)

(n=96,479)

2.44%

4.07%

5.44%

4.75%

84.38%

82.39%

5.34%

4.60%

0.77%

1.80%

1.62%

2.39%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

安曇野I.C.

安曇野市全体

交通手段別人口割合（Ｈ22）

徒歩だけ 自転車 自家用車・オートバイ 電車・バス その他 不詳

(n=763)

(n=42,634)

40.38%

35.37%

58.00%

63.20%

1.62%

1.43%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

安曇野I.C.

安曇野市全体

通学地別人口割合（Ｈ22）

自市区町村へ通学 他市区町村へ通学 不詳

(n=63)

(n=4,052)

9.04%

14.79%

51.86%

46.13%

36.50%

37.35%

2.60%

1.73%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

安曇野I.C.

安曇野市全体

従業地別人口割合（Ｈ22）

自宅で従業 自宅外の自市区町村で従業 他市区町村で従業 不詳

(n=847)

(n=49,401)

215

16,821

290

18,458

199

12,184

282

16,202

763

31,433

5

1,381

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

安曇野I.C.

安曇野市全体

居住期間別世帯数（Ｈ22）

出生時から 5年未満 5年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上 不詳

(n=1,754)

(n=96,479)

161

7,763

409

20,836

87

5,735

1

281

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

安曇野I.C.

安曇野市全体

家族分類別世帯数（Ｈ27）

単独世帯 核家族世帯 核家族世帯以外 その他

(n=659)

(n=34,615)

12.25％ 

17.43％ 

43.49％ 

32.58％ 

8.7％ 

11.0％ 

出典：国勢調査（H22、H27） 
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 たつみ原地区 （８）

 

 

 

 

 

＜人口＞ 

● 唯一 0～14 歳人口が増加 

 0～14歳人口は H22→H27で約 2％増加（市平均 8％減少） 

 15～64歳人口は減少し、65歳以上人口は増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施設立地・公共交通＞ 

 隣接して梓橋駅があるものの、地区の

北部が駅徒歩圏から外れる。 

 地区内に都市機能は立地せず、近隣に

診療所や銀行等がある。 

 

  

機能 行政 介護福祉 子育て 商業 医療 金融 教育文化 健康 市営住宅

立地 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

※地括：地域包括支援センター、老福：老人福祉センター、交流学習：交流学習センター

地区内に立地する都市機能一覧（たつみ原）

257 240 234 239 

1,368 1,284 1,180 1,060 

368 469 569 662 

1 , 993 1 , 992 1 ,984 1 , 960 1 , 878 1 , 802 1 ,714 
1 , 616 

1 , 516 

208 194 175 159 149 

992 943 922 888 781 

678 665 
617 569 586 

0

1,000

2,000

3,000

0

1,000

2,000

3,000

Ｈ12 Ｈ17 Ｈ22 Ｈ27 Ｈ32 Ｈ37 Ｈ42 Ｈ47 Ｈ52

0～14歳 15～64歳 65歳以上
0～14歳（推計） 15～64歳（推計） 65歳以上（推計）

3階級別人口動向（たつみ原）

5

5

1

3

6

8

0 5 10 15 20

H12

H29

旧豊科町

14

15

3

5

10

11

27

31

0 5 10 15 20 25 30 35

H12

H29

安曇野市全体

拠点市街区域 準拠点・田園居住 田園環境

115

100

158

147

79

45

17

7

9

12

3 7 8

3 1 1

0 50 100 150 200 250 300 350 400

Ｈ12

Ｈ22

未就学児 小学校・中学校 高校 短大・高専 大学・大学院

在学者・未就学者数（たつみ原）

＜現況・課題＞ 

・かつての新興住宅地であり、20 年以上前に居住しはじめた人が多い地区である。近年の新築件

数は少ない。従業者の過半数が他市へ通勤しており、持ち家世帯が多い。隣接して梓橋駅が立

地するものの、商業機能や医療機能等、身近な都市機能は地区内には立地していない。 

・駅を活用して他市へも通勤可能な便利な住宅地として、日常生活に必要な身近な都市機能の確

保と居住の誘導が必要である。 

市全体 35.4%

たつみ原 34.8%

公共交通人口カバー率

大型小売店地区別店舗数 

高齢化率 
33.78％(H27) 

16.32％増加 

1.95％増加 

10.23％減少 

男 女 合計

たつみ原 924 1,041 1,965 705 2.79

安曇野市全体 45,866 49,416 95,282 34,732 2.74

地区名
人口

世帯数
１世帯あた

り平均人口

出典：東洋経済社 全国大型小売店総覧、安曇野市立地適正化計画予備調査（H27）、安曇野市医療と介護の連携マップ（H29） 

出典：国勢調査（H22、H27） 
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＜新築動向＞ 

・人口当たりの新築件数は、 

市平均の約 6割と少ない。 

 

 

 

 

 

＜居住者属性＞ 

● 持ち家率が高く、20 年以上前に居住し

はじめた人が多い。 

 持ち家の割合（H27）は約 85％で市平均

（約 80％）より若干多い。 

 居住期間（H22）は、20 年以上が約 42％

で市平均（約 33％）と比較し多いが、出

生時からが約 13％で市平均（約 17％）よ

り少ない。 

 職業別人口割合（H22）は農林漁業が約 3％

と市平均（約 8％）より少なく、販売・

サービス業が約 25％と市平均（約 22％）

より多い。 

 転入状況（H22）（Ｈ17→Ｈ22の移動状況）

は、概ね市平均と同様の傾向。 

 

● 就業者の過半数が他市で就業 

 従業地（H22）は、他市が約 52％（市平

均約 37％）と非常に多い。 

 通勤・通学の交通手段（H22）は電車・バ

スが約 4％（市平均約 5％）、自家用車・

オートバイが約 83％（市平均約 82％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｈ23～28年度新築動向 

 たつみ原 

地区 
安曇野市全体 

Ｈ23～28新築件数 37件 3,011件 

Ｈ27人口 1,965人 95,282人 

人口 1千人あたり新築件数 18.83 31.60 

全市平均に対する比率（特化係数） 0.60 1.00 

 

(n=694)

(n=34,233)

85.31%

80.00%

0.72%

2.33%

12.34%

15.63%

1.18%

1.42%

0.45%

0.63%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

たつみ原

安曇野市全体

持ち家・借家別世帯数割合（Ｈ27）

持ち家 公営住宅 民営の借家 給与住宅 その他

(n=1,984)

(n=96,479)

267

16,821

402

18,458

186

12,184

264

16,202

837

31,433

29

1,381

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

たつみ原

安曇野市全体

居住期間別世帯数（Ｈ22）

出生時から 5年未満 5年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上 不詳

(n=980)

(n=49,401)

31.84%

31.19%

24.53%

21.92%

3.43%

8.46%

17.35%

17.76%

3.89%

4.83%

18.96%

15.84%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

たつみ原

安曇野市全体

職業別人口割合（Ｈ 22）

管理・専門・技術・事務職 販売・サービス職 農林漁業 製造 建設等 その他

(n=1,984)

(n=96,479)

1,585 

77,810 

135 

6,427 

236 

10,605 

28 

1,637 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

たつみ原

安曇野市全体

転入状況別人口（Ｈ 22）

現住所 自市区町村内 市外から 不詳

(n=911)

(n=42,634)

3.00%

4.07%

5.41%

4.75%

82.71%

82.39%

3.98%

4.60%

1.68%

1.80%

3.22%

2.39%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

たつみ原

安曇野市全体

交通手段別人口割合（Ｈ22）

徒歩だけ 自転車 自家用車・オートバイ 電車・バス その他 不詳

(n=980)

(n=49,401)

8.41%

14.79%

38.58%

46.13%

51.62%

37.35%

1.39%

1.73%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

たつみ原

安曇野市全体

従業地別人口割合（Ｈ22）

自宅で従業 自宅外の自市区町村で従業 他市区町村で従業 不詳

(n=67)

(n=4,052)

36.66%

35.37%

61.85%

63.20%

1.49%

1.43%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

たつみ原

安曇野市全体

通学地別人口割合（Ｈ22）

自市区町村へ通学 他市区町村へ通学 不詳

146

7,763

429

20,836

122

5,735

6

281

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

たつみ原

安曇野市全体

家族分類別世帯数（Ｈ27）

単独世帯 核家族世帯 核家族世帯以外 その他

(n=703)

(n=34,615)

13.45％ 

17.43％ 

42.19％ 

32.58％ 

出典：国勢調査（H22、H27） 
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 柏原地区 （９）

 

 

 

 

 

 

＜人口＞ 

● 唯一総人口が増加。年齢構成は比較的若い。 

 H22→H27で人口は約 6％増加（市平均約 1％減少） 

 H22→H27で 0～14歳人口は約 2％減少、15～64歳人口は横ばい、65歳以上人口は約 29%増加。 

 高齢化率は約 25％（H27）で市平均（約 30％）より低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施設立地・公共交通＞ 

 定時定路線の公共交通が存在しない。 

 コンビニや診療所等の身近な都市機能が

立地している。 

 

 

  

195 199 169 166 

730 778 
725 727 

151 
176 

225 290 

1 ,076 
1 , 153 1 , 119 

1 ,183 
1 , 117 1 ,098 1 , 070 1 , 032 9 9 0 

138 130 115 107 104 

671 641 615 
572 506 

307 327 339 352 379 

0

500

1,000

1,500

0

500

1,000

1,500

Ｈ12 Ｈ17 Ｈ22 Ｈ27 Ｈ32 Ｈ37 Ｈ42 Ｈ47 Ｈ52

0～14歳 15～64歳 65歳以上

0～14歳（推計） 15～64歳（推計） 65歳以上（推計）

3階級別人口動向（柏原）

7

8

1 8

8

16

16

0 5 10 15 20

H12

H29

旧穂高町

14

15

3

5

10

11

27

31

0 5 10 15 20 25 30 35

H12

H29

安曇野市全体

拠点市街区域 準拠点・田園居住 田園環境

87

63

115

111

32

41

5

8

3

8

2 4 2

2 3 1

0 50 100 150 200 250 300

Ｈ12

Ｈ22

未就学児 小学校・中学校 高校 短大・高専 大学・大学院

在学者・未就学者数（柏原）

＜現況・課題＞ 

・本地区は、近年開発された住宅地と公営住宅があり、市内で唯一人口が増加している地区であ

る。人口密度は 40 人/ha 以上と比較的高く、新築件数も非常に多い。 

・コンビニや診療所など最低限の身近な都市機能が立地しているが、公共交通の利用環境は悪く、

通勤通学でも約 85％が自家用車等を使用している。 

・良好な住宅地の生活環境を維持するため、日常生活に必要な身近な都市機能の維持と、拠点と

なる地区への公共交通等による移動手段の確保が必要である。 

 

市全体 35.4%

柏原 0.0%

公共交通人口カバー率

大型小売店地区別店舗数 

高齢化率 
24.54％(H27) 

28.73％増加 

2.10％減少 

5.65％増加 
男 女 合計

柏原 570 614 1,184 439 2.70

安曇野市全体 45,866 49,416 95,282 34,732 2.74

地区名
人口

世帯数
１世帯あた

り平均人口

出典：東洋経済社 全国大型小売店総覧、安曇野市立地適正化計画予備調査（H27）、安曇野市医療と介護の連携マップ（H29） 

出典：国勢調査（H22、H27） 

機能 行政 介護福祉 子育て 商業 医療 金融 教育文化 健康 市営住宅

立地 ― ― ― ― 銀行・郵便局 ― ― 市営住宅

※地括：地域包括支援センター、老福：老人福祉センター、交流学習：交流学習センター

地区内に立地する都市機能一覧（柏原）

児童館 コンビニ
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30.32%

31.19%

22.94%

21.92%

5.69%

8.46%

19.12%

17.76%

5.03%

4.83%

16.91%

15.84%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原

安曇野市全体

職業別人口割合（Ｈ22）

管理・専門・技術・事務職 販売・サービス職 農林漁業 製造 建設等 その他

(n=576)

(n=49,401)

(n=526)

(n=42,634)

1.42%

4.07%

3.69%

4.75%

85.73%

82.39%

5.63%

4.60%

2.06%

1.80%

1.46%

2.39%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原

安曇野市全体

交通手段別人口割合（Ｈ22）

徒歩だけ 自転車 自家用車・オートバイ 電車・バス その他 不詳

 

＜新築動向＞ 

 人口当たりの新築件数は、

市平均の 4 倍以上と非常に

多い。 

 

 

 

 

＜居住者属性＞ 

● 核家族の割合が他と比べ若干多い。20

年未満の居住者が多い。 

 核家族の割合（H27）が約 65％で、市平

均（約 60％）と比べ若干多い。 

 公営住宅に住む世帯の割合（H27）は約

7％で、市平均（約 2％）と比較し多い。 

 居住期間（H22）は、20年以上が約 27％

で市平均（約 33％）と比較し少ない。 

 職業別人口割合（H22）は、概ね市平均

と同様の傾向。 

 転入状況（H22）（Ｈ17→Ｈ22 の移動状

況）は、概ね市平均と同様の傾向。 

 

● 他市へ通学（15 歳以上）する割合が若

干多い。 

 

 

● 通勤・通学の交通手段は自家用車・オ

ートバイが若干多い。 

 従業地（H22）は、他市で従業は約 37％

で市平均と同程度。 

 通学地（H22）は、他市へ通学が約 71％

と市平均（約 63％）より約 8％高い。 

 通勤・通学の交通手段（H22）は自家用

車・オートバイが約 86％で市平均（約

82％）より若干高い。 

 

 

 

 

 

  

出典：国勢調査（H22、H27） 

(n=1,119)

(n=96,479)

904 

77,810 

92 

6,427 

117 

10,605 

6 

1,637 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原

安曇野市全体

転入状況別人口（Ｈ22）

現住所 自市区町村内 市外から 不詳

(n=1,119)

(n=96,479)

161

16,821

220

18,458

165

12,184

270

16,202

297

31,433

6

1,381

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原

安曇野市全体

居住期間別世帯数（Ｈ22）

出生時から 5年未満 5年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上 不詳

(n=57)

(n=4,052)

28.10%

35.37%

71.04%

63.20%

0.85%

1.43%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原

安曇野市全体

通学地別人口割合（Ｈ22）

自市区町村へ通学 他市区町村へ通学 不詳

10.45%

14.79%

51.47%

46.13%

37.03%

37.35%

1.04%

1.73%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原

安曇野市全体

従業地別人口割合（Ｈ22）

自宅で従業 自宅外の自市区町村で従業 他市区町村で従業 不詳

(n=576)

(n=49,401)

(n=437)

(n=34,233)

73.61%

80.00%

6.84%

2.33%

18.12%

15.63%

0.91%

1.42%

0.52%

0.63%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原

安曇野市全体

持ち家・借家別世帯数割合（Ｈ27）

持ち家 公営住宅 民営の借家 給与住宅 その他

(n=439)

(n=34,615)

93

7,763

285

20,836

56

5,735

4

281

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原

安曇野市全体

家族分類別世帯数（Ｈ27）

単独世帯 核家族世帯 核家族世帯以外 その他

Ｈ23～28年度新築動向 

 柏原地区 安曇野市全体 

Ｈ23～28新築件数 173件 3,011件 

Ｈ27人口 1,184人 95,282人 

人口 1千人あたり新築件数 146.12 31.60 

全市平均に対する比率（特化係数） 4.62 1.00 

 

64.99％ 

60.19％ 

26.55％ 

32.58％ 
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 下堀地区 （１０）

 

 

 

 

 

＜人口＞ 

● 0～14 歳人口の減少割合が最も大きい。年齢構成は比較的若い。 

 H22→H27で人口は約 2％減少（市平均約 1％減少） 

 H22→H27で 0～14歳人口は約 24％減少（市平均約 8％減少）、15～64歳人口は横ばいで、

65歳以上人口は約 12%増加（市平均約 14％増加）。 

 高齢化率は約 23％（H27）で市平均（約 30％）より低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施設立地・公共交通＞ 

 定時定路線の公共交通が存在しない。 

 大規模商業施設が地区内に立地するほか、

堀金拠点地区の都市機能が近接している。 

 

  

機能 行政 介護福祉 子育て 商業 医療 金融 教育文化 健康 市営住宅

立地 ― ― ― 診療所 ― ― ― ―

※地括：地域包括支援センター、老福：老人福祉センター、交流学習：交流学習センター

地区内に立地する都市機能一覧（下堀）

スーパー
コンビニ

214 229 267 204 

842 880 868 
865 

255 
293 279 

311 

1 , 311 
1 , 401 1 , 414 1 ,381 1 , 415 1 , 394 1 , 365 1 ,333 1 , 296 

192 170 155 147 144 

879 859 813 
752 691 

344 365 397 434 461 

0

500

1,000

1,500

0

500

1,000

1,500

Ｈ12 Ｈ17 Ｈ22 Ｈ27 Ｈ32 Ｈ37 Ｈ42 Ｈ47 Ｈ52

0～14歳 15～64歳 65歳以上
0～14歳（推計） 15～64歳（推計） 65歳以上（推計）

3階級別人口動向（下堀）

99

92

126

187

38

50

6

6
2

3

2 7 1

3 3 7

0 50 100 150 200 250 300 350 400

Ｈ12

Ｈ22

未就学児 小学校・中学校 高校 短大・高専 大学・大学院

在学者・未就学者数（下堀）

1

2

1

2

0 5 10 15 20

H12

H29

旧堀金村

14

15

3

5

10

11

27

31

0 5 10 15 20 25 30 35

H12

H29

安曇野市全体

拠点市街区域 準拠点・田園居住 田園環境

＜現況・課題＞ 

・本地区は、堀金拠点地区に近接する大規模な既存集落からなる地区であり、公共交通の利用環

境に劣るものの、地区内に大規模商業施設が立地しているほか、堀金拠点地区の公共施設等へ

もアクセスしやすい地区である。 

・堀金拠点地区と連携し、大型商業施設や各種都市機能を利用可能な生活環境を維持することで、

便利な生活環境を維持することが必要である。 

市全体 35.4%

下堀 0.0%

公共交通人口カバー率

大型小売店地区別店舗数 

高齢化率 
22.55％(H27) 

11.72％増加 

23.78％減少 

2.35％減少 
男 女 合計

下堀 662 720 1,382 482 2.87

安曇野市全体 45,866 49,416 95,282 34,732 2.74

地区名
人口

世帯数
１世帯あた

り平均人口

出典：東洋経済社 全国大型小売店総覧、安曇野市立地適正化計画予備調査（H27）、安曇野市医療と介護の連携マップ（H29） 

出典：国勢調査（H22、H27） 
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＜新築動向＞ 

 人口当たりの新築件数は、

市平均の 4 割以下と少ない。 

 

 

 

 

 

＜居住者属性＞ 

● 核家族の割合が他と比べ若干多い。20

年未満の居住者が多い。 

 核家族の割合（H27）が約 66％で、市平

均（約 60％）と比べ若干多い。 

 持ち家の割合（H22）は約 80％で市平均

と同程度、借家の割合は約 19％で市平

均（約 16％）より若干多い。 

 居住期間（H22）は、20年以上が約 22％

で市平均（約 33％）と比較し少ない。 

 職業別人口割合（H22）は農林漁業が約

12％と市平均（約 8％）より多く、管理・

専門・技術・事務職が約 27％と市平均

（約 31％）より少ない。 

 転入状況（H22）（Ｈ17→Ｈ22 の移動状

況）は、概ね市平均と同様の傾向。 

 

● 通勤・通学の交通手段は自家用車・オ

ートバイが若干多い。 

 従業地（H22）は他市が約 36％（市平均

約 37％）、通学地（H22）は他市が約 62％

（市平均約 63％）で概ね市平均と同様

の傾向。 

 通勤・通学の交通手段（H22）は自家用

車・オートバイが約 86％で市平均（約

82％）より若干高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｈ23～28年度新築動向 

 下堀地区 安曇野市全体 

Ｈ23～28新築件数 17件 3,011件 

Ｈ27人口 1,382人 95,282人 

人口 1千人あたり新築件数 12.30 31.60 

全市平均に対する比率（特化係数） 0.39 1.00 

 

(n=1,414)

(n=96,479)

277

16,821

253

18,458

270

12,184

271

16,202

311

31,433

33

1,381

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

下堀

安曇野市全体

居住期間別世帯数（Ｈ22）

出生時から 5年未満 5年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上 不詳

(n=751)

(n=49,401)

26.83%

31.19%

23.01%

21.92%

11.77%

8.46%

18.77%

17.76%

4.24%

4.83%

15.38%

15.84%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

下堀

安曇野市全体

職業別人口割合（Ｈ22）

管理・専門・技術・事務職 販売・サービス職 農林漁業 製造 建設等 その他

(n=1,414)

(n=96,479)

1,158 

77,810 

87 

6,427 

131 

10,605 

39 

1,637 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

下堀

安曇野市全体

転入状況別人口（Ｈ22）

現住所 自市区町村内 市外から 不詳

2.21%

4.07%

5.15%

4.75%

86.15%

82.39%

2.70%

4.60%

1.59%

1.80%

2.21%

2.39%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

下堀

安曇野市全体

交通手段別人口割合（Ｈ22）

徒歩だけ 自転車 自家用車・オートバイ 電車・バス その他 不詳

(n=650)

(n=42,634)

(n=751)

(n=49,401)

14.42%

14.79%

47.93%

46.13%

35.63%

37.35%

2.02%

1.73%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

下堀

安曇野市全体

従業地別人口割合（Ｈ22）

自宅で従業 自宅外の自市区町村で従業 他市区町村で従業 不詳

(n=67)

(n=4,052)

36.90%

35.37%

61.90%

63.20%

1.19%

1.43%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

下堀

安曇野市全体

通学地別人口割合（Ｈ22）

自市区町村へ通学 他市区町村へ通学 不詳

(n=479)

(n=34,233)

79.53%

80.00%

0.00%

2.33%

19.14%

15.63%

0.66%

1.42%

0.67%

0.63%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

下堀

安曇野市全体

持ち家・借家別世帯数割合（Ｈ27）

持ち家 公営住宅 民営の借家 給与住宅 その他

(n=480)

(n=34,615)

88

7,763

315

20,836

69

5,735

8

281

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

下堀

安曇野市全体

家族分類別世帯数（Ｈ27）

単独世帯 核家族世帯 核家族世帯以外 その他

65.50％ 

60.19％ 

21.96％ 

32.58％ 

出典：国勢調査（H22、H27） 
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 中萱・上鳥羽・下鳥羽・真々部地区 （１１）

 

 

 

 

 

 

＜人口＞ 

● 総人口は横ばい。高齢化の進展は市平均と同程度。 

 H22→H27で人口は横ばい。 

 高齢化率は約 31％（H27）で市平均（約 30％）と同程度。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施設立地・公共交通＞ 

 中萱駅が存在し、概ね駅徒歩圏に収まる。 

 スーパーや診療所等の身近な都市機能

が立地している。 

 

 

  大型小売店地区別店舗数 

機能 行政 介護福祉 子育て 商業 医療 金融 教育文化 健康 市営住宅

立地 ― ― ― 病院 銀行・郵便局 ― ― ―

※地括：地域包括支援センター、老福：老人福祉センター、交流学習：交流学習センター

地区内に立地する都市機能一覧（中萱・上鳥羽・下鳥羽・真々部）

スーパー
コンビニ

121 144 162 151 

677 
737 690 652 

238 
274 331 362 

1 , 036 

1 , 155 1 , 182 1 , 165 1 , 129 1 , 086 
1 , 040 

9 8 9 
9 4 0 

139 122 
110 101 95 

619 604 
584 542 

483 

371 360 
346 

347 
362 
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1,500
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1,000

1,500

Ｈ12 Ｈ17 Ｈ22 Ｈ27 Ｈ32 Ｈ37 Ｈ42 Ｈ47 Ｈ52

0～14歳 15～64歳 65歳以上

0～14歳（推計） 15～64歳（推計） 65歳以上（推計）

3階級別人口動向（中萱・上鳥羽・下鳥羽・真々部）
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拠点市街区域 準拠点・田園居住 田園環境
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46
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84
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38

28
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3
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0 50 100 150 200 250

Ｈ12

Ｈ22

未就学児 小学校・中学校 高校 短大・高専 大学・大学院

在学者・未就学者数（中萱・上鳥羽・下鳥羽・真々部）

＜現況・課題＞ 

・本地区は、豊科拠点地区に隣接し、中萱駅が立地する住宅地で、他市へ通勤する人が若干多い

地区である。地区内には、駅のほか、商業施設、医療施設など日常生活に必要な身近な都市機

能が立地している。 

・駅を活用して他市へも通勤可能な便利な住宅地として、日常生活に必要な身近な都市機能の維

持・拡大と居住の誘導が必要である。 

市全体 35.4%

公共交通人口カバー率

中萱・上鳥羽・

下鳥羽・真々部地区
98.0%

高齢化率 
31.11％(H27) 

男 女 合計

中萱・上鳥羽・下鳥羽・真々部553 618 1,171 434 2.70

安曇野市全体 45,866 49,416 95,282 34,732 2.74

地区名
人口

世帯数
１世帯あた

り平均人口

出典：東洋経済社 全国大型小売店総覧、安曇野市立地適正化計画予備調査（H27）、安曇野市医療と介護の連携マップ（H29） 

出典：国勢調査（H22、H27） 
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＜新築動向＞ 

 人口当たりの新築件数は、

市平均よりも若干少ない。 

 

 

 

 

 

＜居住者属性＞ 

● 持ち家率が若干高く、20 年以上前に居

住しはじめた人が若干多い。 

 持ち家の割合（H27）は約 82％で市平均

（約 80％）より若干多い。 

 居住期間（H22）は、20年以上が約 35％

で市平均（約 33％）と比較し若干多い。 

 職業別人口割合（H22）は、農林漁業が

市平均よりも若干少なく、管理・専門・

技術・事務職が市平均よりも若干多い。 

 転入状況（H22）（Ｈ17→Ｈ22 の移動状

況）は、概ね市平均と同様の傾向。 

 

 

● 他市で従業する割合が若干多い。 

 従業地（H22）は、他市が約 44％で市平

均（約 37％）より若干多い。 

 通勤・通学の交通手段（H22）は自家用

車・オートバイが約 84％（市平均約

82％）、電車・バスが約 6％（市平均約

5％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｈ23～28年度新築動向 

 中萱・上鳥

羽・下鳥羽・

真々部地区 

安曇野市全体 

Ｈ23～28新築件数 32件 3,011件 

Ｈ27人口 1,171人 95,282人 

人口 1千人あたり新築件数 27.34 31.60 

全市平均に対する比率（特化係数） 0.87 1.00 

 

(n=1,183)

(n=96,479)
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16,202
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21

1,381
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中萱・上鳥羽・下鳥羽・真々部

安曇野市全体

居住期間別世帯数（Ｈ22）

出生時から 5年未満 5年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上 不詳

(n=596)

(n=49,401)

33.30%

31.19%

21.31%

21.92%

6.94%

8.46%

17.61%

17.76%

4.90%

4.83%

15.95%

15.84%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中萱・上鳥羽・下鳥羽・真々部

安曇野市全体

職業別人口割合（Ｈ22）

管理・専門・技術・事務職 販売・サービス職 農林漁業 製造 建設等 その他

(n=1,183)

(n=96,479)

954 

77,810 

85 

6,427 

122 

10,605 

22 

1,637 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中萱・上鳥羽・下鳥羽・真々部

安曇野市全体

転入状況別人口（Ｈ22）

現住所 自市区町村内 市外から 不詳

(n=523)

(n=42,634)

3.16%

4.07%

4.03%

4.75%

83.55%

82.39%

6.26%

4.60%

1.58%

1.80%

1.42%

2.39%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中萱・上鳥羽・下鳥羽・真々部

安曇野市全体

交通手段別人口割合（Ｈ22）

徒歩だけ 自転車 自家用車・オートバイ 電車・バス その他 不詳

(n=35)

(n=4,052)

38.00%

35.37%

61.25%

63.20%

0.74%

1.43%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中萱・上鳥羽・下鳥羽・真々部

安曇野市全体

通学地別人口割合（Ｈ22）

自市区町村へ通学 他市区町村へ通学 不詳

(n=596)

(n=49,401)

13.55%

14.79%

41.49%

46.13%

43.76%

37.35%

1.20%

1.73%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中萱・上鳥羽・下鳥羽・真々部

安曇野市全体

従業地別人口割合（Ｈ22）

自宅で従業 自宅外の自市区町村で従業 他市区町村で従業 不詳

(n=432)

(n=34,233)

81.79%

80.00%

0.00%

2.33%

17.35%

15.63%

0.46%

1.42%

0.41%

0.63%
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中萱・上鳥羽・下鳥羽・真々部

安曇野市全体

持ち家・借家別世帯数割合（Ｈ27）

持ち家 公営住宅 民営の借家 給与住宅 その他

(n=433)

(n=34,615)

100

7,763

262

20,836

66

5,735

4

281

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中萱・上鳥羽・下鳥羽・真々部

安曇野市全体

家族分類別世帯数（Ｈ27）

単独世帯 核家族世帯 核家族世帯以外 その他

35.48％ 

32.58％ 

出典：国勢調査（H22、H27） 
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 上長尾・下長尾・二木地区 （１２）

 

 

 

 

 

＜人口＞ 

● 総人口は横ばい。年齢構成は比較的若い。 

● 今後、人口減少・高齢化が進展。 

 H22→H27で人口は横ばい。 

 高齢化率は約 24％（H27）で市平均（約 30％）より低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施設立地・公共交通＞ 

 定時定路線の公共交通が存在しない。 

 地区内に、都市機能はほとんど存在しない。 

 

 

 

  

機能 行政 介護福祉 子育て 商業 医療 金融 教育文化 健康 市営住宅

立地 ― ― ― ― ― 銀行・郵便局 ― ― ―

※地括：地域包括支援センター、老福：老人福祉センター、交流学習：交流学習センター

地区内に立地する都市機能一覧（上長尾・下長尾・二木）

271 269 291 261 
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239 295 
347 413 
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1 , 619 
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0～14歳（推計） 15～64歳（推計） 65歳以上（推計）

3階級別人口動向（上長尾・下長尾・二木）
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Ｈ12

Ｈ22

未就学児 小学校・中学校 高校 短大・高専 大学・大学院

在学者・未就学者数（上長尾・下長尾・二木）

＜現況・課題＞ 

・本地区は、三郷拠点地区に隣接する大規模な既存集落からなる地区であり、現状では高齢化率

が比較的低いものの、今後急速に高齢者の割合が増加すると見込まれる地区である。公共交通

の利用環境に劣り、地区内には都市機能もほとんど立地していない。 

・三郷拠点地区とあわせて、松本市への通勤者を受け入れる住宅地として、日常生活に必要な身

近な都市機能の確保が必要である。 

 

市全体 35.4%

長尾・下長尾・二木 0.0%

公共交通人口カバー率

大型小売店地区別店舗数 

高齢化率 
24.06％(H27) 

男 女 合計

上長尾・下長尾・二木 831 885 1,716 599 2.87

安曇野市全体 45,866 49,416 95,282 34,732 2.74

地区名
人口

世帯数
１世帯あた

り平均人口

出典：東洋経済社 全国大型小売店総覧、安曇野市立地適正化計画予備調査（H27）、安曇野市医療と介護の連携マップ（H29） 

出典：国勢調査（H22、H27） 



 

53 

 

＜新築動向＞ 

 人口当たりの新築件数は、

市平均の 6 割以下と少ない。 

 

 

 

 

 

＜居住者属性＞ 

● 持ち家率が若干高く、20 年未満の居住

者が若干多い。 

 単独世帯の割合（H27）は約 16％（市平

均約 22％）と少ない。 

 持ち家の割合（H27）は約 85％で市平均

（約 80％）より若干多い。 

 居住期間（H22）は、20年以上が約 29％

で市平均（約 33％）と比較し若干少な

い。出生時からが約 18％で、市平均（約

17％）と同程度。 

 職業別人口割合（H22）は、農林漁業が

約 13％と市平均（約 8％）より多い。 

 転入状況（H22）（Ｈ17→Ｈ22 の移動状

況）は、概ね市平均と同様の傾向。 

 

● 他市で従業する割合は三郷拠点地区

より若干少ない。 

 従業地（H22）は、他市が約 45％で市平

均（約 37％）より高い。 

 通学地（H22）は、他市が約 70％で市平

均（約 63％）より若干高い。 

 通勤・通学の交通手段（H22）は電車・

バスが約 4％（市平均約 5％）、自家用

車・オートバイが約 87％（市平均約

82％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｈ23～28年度新築動向 

 上長尾・下長

尾・二木地区 
安曇野市全体 

Ｈ23～28新築件数 31件 3,011件 

Ｈ27人口 1,716人 95,282人 

人口 1千人あたり新築件数 18.06 31.60 

全市平均に対する比率 

（特化係数） 
0.57 1.00 

 

(n=1,716)

(n=96,479)

303

16,821

337

18,458

206

12,184

361

16,202

503

31,433

6

1,381

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

上長尾・下長尾・二木

安曇野市全体

居住期間別世帯数（Ｈ22）

出生時から 5年未満 5年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上 不詳

(n=921)

(n=49,401)

30.90%

31.19%

21.48%

21.92%

12.53%

8.46%

14.70%

17.76%

5.74%

4.83%

14.65%

15.84%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

上長尾・下長尾・二木

安曇野市全体

職業別人口割合（Ｈ22）

管理・専門・技術・事務職 販売・サービス職 農林漁業 製造 建設等 その他

(n=1,716)

(n=96,479)

1,393 

77,810 

93 

6,427 

214 

10,605 

15 

1,637 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

上長尾・下長尾・二木

安曇野市全体

転入状況別人口（Ｈ22）

現住所 自市区町村内 市外から 不詳

(n=793)

(n=42,634)

1.43%

4.07%

4.10%

4.75%

86.70%

82.39%

4.47%

4.60%

1.80%

1.80%

1.50%

2.39%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

上長尾・下長尾・二木

安曇野市全体

交通手段別人口割合（Ｈ22）

徒歩だけ 自転車 自家用車・オートバイ 電車・バス その他 不詳

(n=72)

(n=4,052)

29.70%

35.37%

69.54%

63.20%

0.76%

1.43%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

上長尾・下長尾・二木

安曇野市全体

通学地別人口割合（Ｈ22）

自市区町村へ通学 他市区町村へ通学 不詳

(n=921)

(n=49,401)

16.22%

14.79%

37.28%

46.13%

45.36%

37.35%

1.14%

1.73%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

上長尾・下長尾・二木

安曇野市全体

従業地別人口割合（Ｈ22）

自宅で従業 自宅外の自市区町村で従業 他市区町村で従業 不詳

(n=595)

(n=34,233)

84.69%

80.00%

1.33%

2.33%

11.83%

15.63%

1.77%

1.42%

0.37%

0.63%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

上長尾・下長尾・二木

安曇野市全体

持ち家・借家別世帯数割合（Ｈ27）

持ち家 公営住宅 民営の借家 給与住宅 その他

(n=598)

(n=34,615)

98

7,763

405

20,836

92

5,735

3

281

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

上長尾・下長尾・二木

安曇野市全体

家族分類別世帯数（Ｈ27）

単独世帯 核家族世帯 核家族世帯以外 その他

16.39％ 

22.43％ 

17.65％ 

17.43％ 

29.34％ 

32.58％ 

出典：国勢調査（H22、H27） 
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 各地区のまとめ （１３）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑨穂高烏川地区（準拠点） 

※産業団地であり、都市機能や居住の

誘導はおこなわない 

①豊科拠点地区 

・ 市の中心であり人口密度が比較的高く、

都市機能や公共交通も充足。 

・ 一方で、中心市街地で空き店舗が目立つ。 

⇒市の中心として、高度な都市機能の維

持が必要。 

②穂高拠点地区 

・ 旧穂高町の中心で、市内観光の拠点。 

駅前等に観光資源や各種施設が充足。 

⇒地域の生活拠点としての機能確保や、

観光機能の維持、強化が必要。 

③三郷拠点地区 

・ 市の南側の拠点であるとともに、松本市

等への通勤者が多いベッドタウンとして

の側面もある若い世代も多い地区。 

⇒地域の生活拠点としての機能確保や、

松本市等への通勤環境の確保が必要。 

④堀金拠点地区 

・ 市の西側の拠点であり、下堀地区と

あわせて各種施設がコンパクトに

集約する地区。 

⇒市の西側の拠点として、下堀地区

と連携しつつ必要な都市機能の

確保が必要。 

⑩柏原地区（田園居住） 

・ 市内で唯一人口が増加中で、新築

件数が非常に多い地区。身近な都市

機能も立地しているが、定時定路線

の公共交通はない。 

⇒居住者の生活を支える身近な都

市機能の維持と、公共交通等によ

る移動手段の確保が必要。 

⑪下堀地区（田園居住） 

・ 堀金拠点地区に近接し、大型商業

施設も立地する既存集落地区。 

⇒堀金拠点地区と連携し、各種都

市機能を利用可能な生活環境の

維持が必要。 

⑬上長尾・下長尾・二木地区（田園居住） 

・ 三郷拠点地区に隣接する既存集落地区。 

公共交通の利用環境に劣り、都市機能も

ほとんど立地していない。 

⇒三郷拠点地区とあわせて、身近な都市

機能の確保と松本市等への通勤環境の

確保が必要。 
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⑤明科拠点地区 

・ 市の北東の拠点であり、駅周辺に各種

施設がコンパクトに集積した地区。市内

で最も人口減少・高齢化が進展してい

る。 

⇒駅周辺に集積した都市機能の活用と

居住の促進が必要。 

⑥田沢・光地区（準拠点） 

・ かつての新興住宅地であり、他市への

通勤が多い地区。地区内に駅が立地す

るものの、都市機能の集積は少ない。 

⇒便利な住宅地として、身近な都市機

能の確保と駅の活用が必要。 

⑦安曇野 I.C.地区（準拠点） 

・ かつての新興住宅地であり、人口密度

が高い地区。 

⇒便利な住宅地として、身近な都市機

能の確保が必要。 

⑧たつみ原地区（準拠点） 

・ かつての新興住宅地であり、他市への

通勤が多い地区。地区に隣接して駅が

立地するものの、都市機能の集積は少

ない。 

⇒便利な住宅地として、身近な都市機能

の確保と駅の活用が必要。 

 

⑫中萱・上鳥羽・下鳥羽・真々部地区

（田園居住） 

・ 豊科拠点地区に隣接し、地区内に駅が

立地する既存市街地。商業施設や医療

施設などの身近な都市機能が立地して

いる。 

⇒便利な住宅地として、身近な都市機

能の確保と駅の活用が必要。 
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５. まちづくり方針（ターゲット）の設定 

 まちづくり方針１ （１）

 

 

 

●５つの中心拠点の確保 

・商業機能等の都市機能を５つの中心拠点（拠点市街）に確保し、周辺の住宅地・集落からのアクセ

スを確保して、都市の利便性を享受できる暮らしやすい住環境を確保する。 

●高度な都市機能の利用環境の確保 

・５つの中心拠点が相互に連携するよう拠点間のアクセスを確保し、必要に応じて高度な都市機能を

利用できる環境を確保する。 

・市内２路線の鉄道を維持・活用し、松本都市圏へもアクセスできる環境を確保する。 

●中心市街地の賑わいの確保 

・５つの中心拠点の賑わいを創出し、新たな産業や観光客を呼び込み商工業・観光の振興と育成を図

る。 

 

 

 まちづくり方針２ （２）

 

 

 

●美しい景色、山岳、森林、田園の継承 

・土地利用制度による田園環境区域・山麓保養区域・森林環境区域における開発・建築の制限と、拠

点市街区域・準拠点市街区域・田園居住区域における住宅取得等への支援により、既存市街地にお

いて開発・建築や居住を誘導し、安曇野市の美しい景色、山岳、森林、田園の環境を保全する。 

●既存市街地の暮らしやすい住環境の創出 

・既存市街地において、日常生活に必要な身近な都市機能を確保し、暮らしやすい住環境を創出する。 

・駅を中心とした通勤環境を向上し、近隣市町村へ通勤する世帯にとっても暮らしやすい住環境を創

出する。 

 

 

 

  

人口減少下において各地域の核となる５つの中心拠点（拠点市街）の確保 

安曇野の美しい景色、山岳、森林、田園の継承と、既存市街地の暮らしやすい住環境の創出 
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６. 目指すべき都市の骨格構造 

５つの中心拠点（拠点市街区域）を核に高度な都市機能が集積して人口が維持され、周辺の既存市

街地・集落にも居住環境が整い、これらの中心拠点および既存市街地・集落と中心拠点を結ぶ公共

交通があり、美しい景観・田園環境が保全された、多極ネットワーク型の都市構造を目指す。 

なお、５つの中心拠点に、それぞれ全ての都市機能を立地するのではなく、それぞれの特性に応じ

た都市機能が立地し、相互に補完することで市全体として必要な都市機能が利用可能な状態を目指

す。 

 

図表．将来都市構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



安曇野市立地適正化計画 

58 

 

 拠点施設誘導区域（都市機能誘導区域） （１）

５つの中心拠点である拠点市街区域において、特に中核となる区域を拠点施設誘導区域（都市機能

誘導区域）と設定し、高度な都市機能の集積を図る。 

 

 日常サービス施設誘導区域（都市機能誘導区域）＝居住誘導区域 （２）

居住誘導区域と同一の区域において、日常生活に最低限必要となる都市機能の誘導のために、日常

サービス施設誘導区域として重層的に都市機能誘導区域を設定する。５つの中心拠点である拠点市

街区域において、生活利便性の維持・向上と居住の誘導により、都市機能及び公共交通の維持に必

要となる人口の維持を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生活拠点区域（都市機能誘導区域）＝居住誘導区域 （３）

既存市街地・集落である準拠点市街区域、田園居住区域において、日常生活に必要な都市機能の集

積を図るとともに、これらの維持に必要となる人口の維持を図る。  

都市機能誘導区域とは、医療・福祉・商業等の都市機能を都市の中心拠点や生活拠点に

誘導し集約することにより、これらの各種サービスの効率的な提供を図る区域。 

（出典：立地適正化計画の作成に関する Q&A 国土交通省） 

居住誘導区域＝日常サ

ービス施設誘導区域 

（都市機能誘導区域） 

・日常生活において最低

限必要となる機能を

誘導 

拠点施設誘導区域 

（都市機能誘導区域） 

・生活の拠点となる 

機能を誘導 

居住誘導区域＝ 

生活拠点区域 

（都市機能誘導区域） 

・日常生活において最低限

必要となる機能を誘導 
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 郊外・山間 （４）

既存市街地・集落以外の区域である田園環境区域・山麓保養区域、森林環境区域において、開発の

抑制を図り、安曇野市の美しい景色、山岳、森林、田園の環境を保全する。 

 

 

図表．国土利用計画における区域と本計画における区域の関係 

 国土利用計画（安曇野市計画）における 

各区域の基本方向 

 本計画における 

区域設定の考え方 

拠点市街区域 

拠点市街区域は、一定の都市機能が集

積している旧町村の中心市街地の区域

で、それぞれの地域の特性、歴史や文化

を活かしながら、魅力的な街並みや良好

な住環境の形成が望まれる。 

したがって、この区域では、住宅、店

舗、事務所、工場、公共公益施設など、

市街地形成に寄与する用途を優先的かつ

計画的に誘導し、市の拠点としての都市

機能の増進を図る。 

 〇拠点施設誘導区域 

・拠点市街区域の中でも、特

に拠点性の高い区域に生

活の拠点となる機能を誘

導。 

〇日常サービス施設誘導区域 

・拠点市街区域全般におい

て、居住の誘導とあわせて

日常生活において最低限

必要となる機能を誘導。 

準拠点市街区域 

準拠点市街区域は、拠点市街区域以外

の都市計画法に基づく用途地域で、土地

区画整理事業などにより計画的な土地利

用誘導が図られてきた区域である。今後

もこの方向性の継続が望まれる。 

したがって、この区域では、住宅、店

舗、事務所、工場、公共公益施設など、

市街地形成に寄与する用途を計画的に誘

導し、拠点市街区域に準じて都市機能の

増進を図る。 

 〇生活拠点区域 

・居住の誘導とあわせて日常

生活において最低限必要

となる機能を誘導。 

 

田園居住区域 

田園居住区域は、鉄道駅や幹線道路を

中心に、隣り合う宅地のまとまりが概ね

20ha以上の規模をもつ区域で、良好な住

環境の形成が望まれる。 

したがって、この区域では、駅などを

中心とした田園内にある比較的規模の大

きな集落内に、住宅、店舗、公共公益施

設など、居住地形成に必要な用途を集約

することにより生活機能の増進を図ると

ともに、区域外の農地への無秩序な宅地

の拡大を防止する。 

 〇生活拠点区域 

・居住の誘導とあわせて日常

生活において最低限必要

となる機能を誘導。 

  



安曇野市立地適正化計画 

60 

７. 区域の設定 

 居住誘導区域の設定 （１）

居住誘導区域は、以下のフローで検討を行う。 

 

 

① 検討対象区域 

現況における最低限の生活サービス施設（食料品を扱う小売店・診療所）の徒歩圏内（800m圏内）

は以下のとおりである。 

 

図表．最低限の生活サービス施設の徒歩圏内（800m圏内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：安曇野市立地適正化計画予備調査（H27） 

検討対象区域 

•現況における最低限の生活サービス施設（食料品を扱う小売店・診療所）
の徒歩圏内（800m圏内）を居住誘導区域の検討対象とする。 

農振農用地の
除外 

•上記検討対象区域から、居住の誘導に適さない農振農用地を除外する。 

土地利用制度
との区域比較 

•農振農用地を削除した検討対象区域と、現行の土地利用制度の区域を比較
し、居住誘導区域を設定する。なお、工場等が集積する区域は居住誘導区域
から除く。 
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② 農振農用地の除外 

検討対象区域から除外する、居住の誘導に適さない農振農用地は以下のとおりである。 

 

図表．検討対象区域から除外する農振農用地 
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③ 土地利用制度との区域比較 

生活サービス施設の徒歩圏 800ｍ内かつ農振農用地区域外となる区域は、概ね土地利用制度の拠点

市街区域・準拠点市街区域・田園居住区域と一致している。 

 

図表．土地利用制度との区域比較図 
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④ 居住誘導区域の設定 

上記検討結果を踏まえ、安曇野市における居住誘導区域は以下のとおりとする。なお、工場等が

集積する区域は、居住誘導区域から除外する。 

 

図面．居住誘導区域図 
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 都市機能誘導区域の設定 （２）

 

① 拠点施設誘導区域（都市機能誘導区域） 

５つの拠点市街区域の中で、特に地域の中心となる駅または市役所・支所から高齢者徒歩圏を参考

に半径 500ｍの区域を拠点施設誘導区域（都市機能誘導区域）とし、高度な都市機能の誘導を図る。 

なお、駅または市役所・支所に近接する区域であっても工場等が集積する区域においては、引き続

き産業系の土地利用をおこなうことで田園産業都市の実現を図ることとし拠点施設誘導区域（都市

機能誘導区域）には含めない。 

項目 内容 

拠点施設誘導区域 

（都市機能誘導区域）の設定条件 

拠点市街区域の中心的な鉄道駅（穂高駅、豊科駅、一日市

場駅、明科駅）から概ね半径 500ｍに含まれる街区および、 

市役所・支所から概ね半径 500ｍに含まれる街区を中心に、 

各種都市機能が集積する区域。 

ただし、工場等が集積する区域を除く。 

 

 

② 日常サービス施設誘導区域（都市機能誘導区域）＝居住誘導区域 

拠点市街区域全体について、市の拠点として生活しやすい環境を維持・拡充するため、日常サービ

ス施設誘導区域とし、日常生活に必要な都市機能の誘導を図る。 

なお、都市機能誘導区域と同様に、工場等が集積する区域は居住誘導区域には含めない。 

項目 内容 

日常サービス施設誘導区域の 

設定条件 

拠点市街区域に含まれる区域。 

ただし、工場等が集積する区域を除く。 

 

 

③ 生活拠点区域（都市機能誘導区域）＝居住誘導区域 

本市では、田園環境区域等の環境を保全するために準拠点市街区域、田園居住区域を既存市街地・

集落として開発や居住を容認してきた。そこで、これら準拠点市街区域、田園居住区域について、

引き続き居住を維持していくために、これらの区域を生活拠点区域とし、日常生活に必要な都市機

能の誘導を図る。 

なお、工場等が集積する区域は生活拠点区域には含めない。 

項目 内容 

生活拠点区域の 

設定条件 

準拠点市街区域、田園居住区域に含まれる区域。 

ただし、工場等が集積する区域を除く。 
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 災害リスクへの考え方 （３）

区域の設定にあたり、災害リスクについては以下のように考える。 

 

① 土砂災害特別警戒区域への対応 

土砂災害特別警戒区域は、生活拠点区域（都市機能誘導区域・居住誘導区域）となる準拠点市街区

域の田沢・光地区の一部において存在する。 

しかし、田沢・光地区では、長野県が平成 30 年までに対策事業を完了予定であり、近い将来には

災害リスクが低下することが予想される。そこで、これらの区域では災害リスクに対する周知を徹

底することとし、都市機能誘導区域、居住誘導区域から除外は行わないこととする。 

 

図表．土砂災害特別警戒区域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：防災マップ 
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② 土砂災害警戒区域および浸水区域への検討 

土砂災害警戒区域は、明科拠点地区および田沢・光地区の一部に存在し、浸水区域は、明科拠点地

区および、穂高拠点地区、安曇野 I.C.地区の一部に存在している。 

土砂災害警戒区域については、防災情報の周知および、対策事業の実施をおこなうこととし、都市

機能誘導区域、居住誘導区域から除外は行わないこととする。 

浸水区域については、明科拠点地区において災害リスクが周知され、避難体制等が構築されている

ほか、穂高拠点地区、安曇野 I.C.地区においても同様の取り組みを推進するものとし、都市機能誘

導区域、居住誘導区域から除外は行わないこととする。 

 

図表．各地区の土砂災害特別警戒区域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

②穂高拠点地区 ⑤明科拠点地区 

⑥田沢・光地区 

⑦安曇野 I.C.地

出典：防災マップ 
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⑦安曇野 I.C.地区 

②穂高拠点地区 

⑤明科拠点地区 

⑥田沢・光地区 

①豊科拠点地区 

③三郷拠点地区 

⑧たつみ原地区 

⑫中萱・上鳥羽・下鳥羽・真々部地区 

⑪下堀地区 

⑬上長尾・下長尾・二木地区 

 

③ 地震災害への検討 

本市の市街地においては、最大震度 6強の揺れが想定されている。なお、建築基準法の耐震規定に

おいては震度 6 強～震度 7 程度の大規模な地震に対しても人命に危害を及ぼすような倒壊等の被害

を生じさせないことを目標としていることから、地震災害については防災情報の周知をおこなうこ

ととし、都市機能誘導区域、居住誘導区域から除外は行わないこととする。 

また、活断層への対応について、活断層からどの程度の離隔を取れば安全が確保されるのかが解明

されていないことから、同じく防災情報の周知をおこなうこととし、都市機能誘導区域、居住誘導

区域から除外は行わないこととする。 

 

 

図表．想定震度分布 

 

  

出典：防災マップ 

⑨穂高烏川地区 

⑩柏原地区 

④堀金拠点地区 
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 区域設定結果 （４）

区域の設定結果は、次のとおりである。 

（単位：ha） 

区
分 

地区名 地区面積 
用途地域 

面積 

拠点施設誘導

区域（都市機

能誘導区域）

面積 

（地区面積に 

占める割合） 

日常サービス

施設誘導区域

（都市機能誘

導区域・居住

誘導区域） 

面積 

（地区面積に 

占める割合） 

生活拠点区域（都

市機能誘導区

域・居住誘導区

域）面積 

（地区面積に占

める割合 

拠
点
市
街
区
域 

①豊科 

拠点地区 
333 333 

143 

（42.98％） 

316  

（94.95％） 
- 

②穂高 

拠点地区 
293 293 

116 

（39.51％） 

293  

（100.00％） 
- 

③三郷 

拠点地区 
141 - 

89 

（63.29％） 

141  

（100.00％） 
- 

④堀金 

拠点地区 
55 - 

43 

（79.35％） 

55  

（100.00％） 
- 

⑤明科 

拠点地区 
88 - 

68 

（76.80％） 

88  

（100.00％） 
- 

準
拠
点
市
街
区
域 

⑥田沢 

・光地区 
55 55 - - 

55  

（100.00％） 

⑦安曇野 I.C. 

地区 
59 59 - - 

59  

（100.00％） 

⑧たつみ原 

地区 
53 53 - - 

53  

（100.00％） 

⑨穂高烏川 

地区 
17 17 - - - 

田
園
居
住
区
域 

⑩柏原地区 38 - - - 
38  

（100.00％） 

⑪下堀地区 70 - - - 
70  

（100.00％） 

⑫中萱・上鳥

羽 ・ 下 鳥

羽・真々部

地区 

45 - - - 
45  

（100.00％） 

⑬上長尾・下

長尾・二木

地区 

62 - - - 
62  

（100.00％） 

合計 1,308 809 
459 

（35.07％） 

892 

（68.21％） 

382 

（29.20％） 

都市計画区域面積 

（19,841ha）に 

占める割合 

6.59％ 4.08％ 2.31％ 4.50％ 1.93％ 
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図表．誘導区域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①豊科拠点地区 

③三郷拠点地区 

④堀金拠点地区 

⑥田沢・光地区 

⑦安曇野 I.C.地区 

⑧たつみ原地区 

⑫中萱・上鳥羽・下鳥羽・真々部地区 

⑩柏原地区 

⑪下堀地区 

⑬上長尾・下長尾・二木地区 

⑨穂高烏川地区 
②穂高拠点地区 

⑤明科拠点地区 



安曇野市立地適正化計画 

70 

８. 誘導する施設の設定 

 施設設定の考え方 （１）

各区域に誘導する施設は、都市の居住者の生活に必要な施設から設定することとし、来訪者の宿泊

のみに特化した宿泊施設や、都市の居住者の共同の福祉や利便に寄与しないオフィス（例えば、都

市の居住者に商品やサービスを提供する機能を有しない事務所）等の施設は、誘導する施設として

想定しない。 

 

 各区域の誘導施設 （２）

居住者の生活に必要な施設として、以下のとおり各区域に誘導する施設を設定する。 

区分 基本的な考え方 

誘導施設 

拠点施設誘導

区域※都市機能

誘導区域 

日常サービス施設

誘導区域・ 

生活拠点区域 
※都市機能誘導区域 

行政機能 

・拠点施設誘導区域において、生活を営む上で必

要となる行政機能または行政窓口機能を設置

する。 

○市役所本庁

舎 

○市役所支所 

－ 

介護福祉 

機能 

・拠点施設誘導区域において、高齢者支援の拠点

となる機能を設置する。 

・介護福祉施設は送迎サービスが一般的であり、

必ずしも市街地内に立地する必要がないこと

から、施設の設定はおこなわない。 

○地域包括支

援センター 
－ 

子育て機能 

・保育園等は、送迎サービスまたは保護者が自家

用車での通勤途中に送迎することが一般的で

あり、必ずしも市街地内に立地する必要がない

ことから、施設の設定はおこなわない。 

－ － 

商業機能 

・拠点施設誘導区域において、買回り品等を揃え

た生活の拠点となる店舗等を誘導する。 

・日常サービス施設誘導区域、生活拠点区域にお

いて、日常生活に最低限必要な店舗等を誘導す

る。 

○食料品を扱

う大規模小

売店※１ 

○食料品を扱う小

売店（コンビニ

を含む）※２ 

医療機能 

・拠点施設誘導区域において、医療の拠点となる

病院を誘導する。 

・日常サービス施設誘導区域、生活拠点区域にお

いて、日常生活に最低限必要な診療所等を誘導

する。 

○病院（一般病

院で産科機

能を有する

もの）※３ 

○診療所（いわゆ

る「かかりつけ

医」となるもの）
※４ 

金融機能 

・日常生活に最低限必要な金融機能であるＡＴＭ

は、コンビニエンスストア等の商業機能で代替

可能のため、施設の設定はおこなわない。 

－ － 

教育・文化 

機能 

・拠点施設誘導区域において、地域コミュニティ

や生涯学習の拠点となり、地域へ賑わいをもた

らす生涯学習機能、公民館機能を設置する。 

○図書館 

○公民館 
－ 

※１：店舗面積が 1,000㎡を超える食料品小売業、百貨店、総合スーパー、ミニスーパー 

※２：店舗面積が 1,000㎡以下の食料品小売業、百貨店、総合スーパー、ミニスーパー 

※３：病床数が 20床以上で、診療科目中に産婦人科又は産科を有する病院 

※４：病床数が 19床以下で、診療科目中に内科を有する診療所。ただし、夜間診療所、山岳診療所等のいわゆる「かかり

つけ医」とならないものおよび、介護老人保健施設等に併設されもっぱら入居者等を対象に医業をおこなうものを

除く。  
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 施設の立地状況 （３）

① 穂高拠点地区周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誘導する施設の立地状況は、以下のとおりである。 

区分 地区名 

誘導施設 

拠点施設誘導区域 
日常サービス 

施設誘導区域 
生活拠点区域 

市役所 

・支所 

地域包

括支援

センタ

ー 

食料品

を扱う

大規模

小売店 

病院 図書館 公民館 

食料品

を扱う

小売店 

診療所 

食料品

を扱う

小売店 

診療所 

拠
点 

市
街
区
域 

② 

穂高拠点

地区 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

準
拠
点 

市
街
区
域 

⑨ 

穂高烏川

地区 

       
 

  

田
園
居
住 

区
域 

⑩ 

柏原地区 
     

 
  ○ － 

○：区域内に立地、※：区域内に立地しないものの周辺に立地、－：区域内にも周辺にも立地せず  

区域設定なし 区域設定なし 

区域設定なし 

区域設定なし 

区域設定なし 

② 

⑨ 

⑩ 

出典：安曇野市立地適正化計画予備調査（H27）、安曇野市医療と介護の連携マップ（H29） 

※診療所は診療科目中に「内科」を有するもの 
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② 豊科・堀金拠点地区周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 地区名 

誘導施設 

拠点施設誘導区域 
日常サービス 

施設誘導区域 
生活拠点区域 

市役所 

・支所 

地域包

括支援

センタ

ー 

食料品

を扱う

大規模

小売店 

病院 図書館 公民館 

食料品

を扱う

小売店 

診療所 

食料品

を扱う

小売店 

診療所 

拠
点 

市
街
区
域 

① 

豊科拠点

地区 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

④ 

堀金拠点

地区 

○ － ※ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

田
園
居
住 

区
域 

⑪ 

下堀地区 
      

 
 ○ ※ 

⑫ 

中萱・上鳥

羽 ・ 下 鳥

羽・真々部

地区 

 
 

      ○ ○ 

○：区域内に立地、※：区域内に立地しないものの周辺に立地、－：区域内にも周辺にも立地せず 

  

区域設定なし 区域設定なし 

区域設定なし 区域設定なし 

① ⑪ 

④ 

⑫ 

出典：安曇野市立地適正化計画予備調査（H27）、安曇野市医療と介護の連携マップ（H29） 

※診療所は診療科目中に「内科」を有するもの 
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③ 三郷拠点地区周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 地区名 

誘導施設 

拠点施設誘導区域 
日常サービス 

施設誘導区域 
生活拠点区域 

市役所 

・支所 

地域包

括支援

センタ

ー 

食料品

を扱う

大規模

小売店 

病院 図書館 公民館 

食料品

を扱う

小売店 

診療所 

食料品

を扱う

小売店 

診療所 

拠
点 

市
街
区
域 

③ 

三郷拠点

地区 

○ ○ ※ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

準
拠
点 

市
街
区
域 

⑧ 

た つ み原

地区 

     
 

  ※ ※ 

田
園
居
住 

区
域 

⑬ 

上長尾・下

長尾・二木

地区 

     
 

  ※ － 

○：区域内に立地、※：区域内に立地しないものの周辺に立地、－：区域内にも周辺にも立地せず 

  

区域設定なし 

区域設定なし 

区域設定なし 

区域設定なし 

⑬ 
③ 

⑧ 

出典：安曇野市立地適正化計画予備調査（H27）、安曇野市医療と介護の連携マップ（H29） 

※診療所は診療科目中に「内科」を有するもの 

 



安曇野市立地適正化計画 

74 

④ 明科拠点地区周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 地区名 

誘導施設 

拠点施設誘導区域 
日常サービス 

施設誘導区域 
生活拠点区域 

市役所 

・支所 

地域包

括支援

センタ

ー 

食料品

を扱う

大規模

小売店 

病院 図書館 公民館 

食料品

を扱う

小売店 

診療所 

食料品

を扱う

小売店 

診療所 

拠
点 

市
街
区
域 

⑤ 

明科拠点

地区 

○ － ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○：区域内に立地、※：区域内に立地しないものの周辺に立地、－：区域内にも周辺にも立地せず 

  

⑤ 

出典：安曇野市立地適正化計画予備調査（H27）、安曇野市医療と介護の連携マップ（H29） 

※診療所は診療科目中に「内科」を有するもの 
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⑤ 田沢・光、安曇野Ｉ．Ｃ．地区周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 地区名 

誘導施設 

拠点施設誘導区域 
日常サービス 

施設誘導区域 
生活拠点区域 

市役所 

・支所 

地域包

括支援

センタ

ー 

食料品

を扱う

大規模

小売店 

病院 図書館 公民館 

食料品

を扱う

小売店 

診療所 

食料品

を扱う

小売店 

診療所 

準
拠
点 

市
街
区
域 

⑥ 

田沢・光地

区 

    
 

   ○ － 

⑦ 

安曇野 I.C.

地区 

       
 

○ ※ 

○：区域内に立地、※：区域内に立地しないものの周辺に立地、－：区域内にも周辺にも立地せず 

 

  

区域設定なし 

区域設定なし 

区域設定なし 

区域設定なし 

⑦ 

⑥ 

出典：安曇野市立地適正化計画予備調査（H27）、安曇野市医療と介護の連携マップ（H29） 

※診療所は診療科目中に「内科」を有するもの 
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⑥ 誘導する施設の立地状況 

誘導する施設の立地状況について、以下のとおり一覧表として再掲する。 

区分 地区名 

誘導施設 

拠点施設誘導区域 
日常サービス 

施設誘導区域 
生活拠点区域 

市役所 

・支所 

地域包

括支援

センタ

ー 

食料品

を扱う

大規模

小売店 

病院 図書館 公民館 

食料品

を扱う

小売店 

診療所 

食料品

を扱う

小売店 

診療所 

拠
点 

市
街
区
域 

① 

豊科拠点

地区 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

② 

穂高拠点

地区 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

③ 

三郷拠点

地区 

○ ○ ※ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

④ 

堀金拠点

地区 

○ － ※ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

⑤ 

明科拠点

地区 

○ － ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

準
拠
点 

市
街
区
域 

⑥ 

田沢・光地

区 

      
 

 ○ － 

⑦ 

安曇野 I.C.

地区 

      
 

 ○ ※ 

⑧ 

た つ み 原

地区 

      
 

 ※ ※ 

⑨ 

穂高烏川

地区 

      
 

 

  

田
園
居
住 

区
域 

⑩ 

柏原地区 
      

 
 ○ － 

⑪ 

下堀地区 
      

 
 ○ ※ 

⑫ 
中萱・上鳥
羽 ・ 下 鳥
羽・真々部
地区 

      
 

 ○ ○ 

⑬ 

上長尾・下

長尾・二木

地区 

      
 

 ※ － 

○：区域内に立地、※：区域内に立地しないものの周辺に立地、－：区域内にも周辺にも立地せず  

区域設定なし 区域設定なし 

区域設定なし 区域設定なし 

区域設定なし 区域設定なし 

区域設定なし 区域設定なし 

区域設定なし 区域設定なし 

区域設定なし 区域設定なし 

区域設定なし 区域設定なし 

区域設定なし 区域設定なし 

区域設定なし 
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９. 届出制度 

 住宅等の届出 （１）

居住誘導区域外で以下の行為を行おうとする場合には、土地利用条例に基づく承認手続き又は届出

と並行し、開発行為等に着手する 30日前までに、都市再生特別措置法に基づく市への届出が必要と

なる。 

市は、届出の内容が居住誘導区域内における住宅等の立地の誘導を図る上で支障があると判断した

場合は、居住誘導区域内での開発・建築をあっせんする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 誘導施設等の届出 （２）

拠点施設誘導区域外で「飲食料を扱う大規模小売店」「病院（一般病院で産科機能を有するもの）」

等誘導施設の建築等以下の行為を行おうとする場合、および、日常サービス施設誘導区域外または

生活拠点区域外で「食料品を扱う小売店（コンビニを含む）」「診療所（いわゆる「かかりつけ医」

となるもの）」の誘導施設の建築等以下の行為を行おうとする場合には、土地利用条例に基づく承認

手続き又は届出と並行し、開発行為等に着手する 30日前までに、都市再生特別措置法に基づく市へ

の届出が必要となる。 

市は、届出の内容が、都市機能誘導区域内（拠点施設誘導区域内・日常サービス施設誘導区域内・

生活拠点区域内）における誘導施設の立地の誘導を図る上で支障があると判断した場合は、都市機

能誘導区域内での開発・建築をあっせんする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：改正都市再生特別措置法等についての説明資料(国土交通省) 

出典：改正都市再生特別措置法等についての説明資料(国土交通省) 
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１０. 誘導施策 

 

 都市機能誘導区域に関する施策 （１）

都市機能誘導区域（拠点施設誘導区域・日常サービス施設誘導区域・生活拠点区域）における都市

機能の誘導に関する施策（案）は、以下のとおり。 

 

施策名 概要 

あっせん 

都市再生特別措置法に基づき、都市機能誘導区域の拠点施設誘導区域外

において食料品を扱う大規模小売店、病院を開発・建築しようとする場

合には予め届出を義務づけ、誘導区域内での開発・建築をあっせんする。 

都市再生特別措置法に基づき、都市機能誘導区域の日常サービス施設誘

導区域外または生活拠点区域外において食料品を扱う小売店、診療所を

開発・建築しようとする場合には予め届出を義務づけ、誘導区域内での

開発・建築をあっせんする。 

空き店舗等活用促進事

業（家賃補助） 
空き店舗を活用し出店する際に家賃を補助する。 

創業支援資金（融資制

度） 
新規に創業する際、資金を融資する。 

公的不動産の活用 

公共施設の統廃合や複合化等により用途廃止となる公的不動産につい

て、新たな用途の公共施設の整備や民間事業者等への売却・貸付け等に

よる都市機能の導入をおこなう。 

 

 

 居住誘導区域に関する施策 （２）

居住誘導区域（日常サービス施設誘導区域・生活拠点区域）における居住の誘導に関する施策（案）

は、以下のとおり。 

 

施策名 概要 

あっせん 

都市再生特別措置法に基づき、居住誘導区域外（日常サービス施設誘導

区域外または生活拠点区域外）において３戸以上の住宅等を開発・建築

しようとする場合には予め届出を義務づけ、誘導区域内での開発・建築

をあっせんする。 

制限 

土地利用制度および農業振興地域制度により、既存市街地・集落以外の

区域（概ね、居住誘導区域・生活拠点区域以外の区域に該当）における

開発を制限する。 

空家改修事業 
空家バンクを活用し、住宅を取得又は賃貸する場合に改修費の一部を補

助する。 
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多世帯同居・近居 

住宅取得事業 

多世帯同居又は多世帯近居し、住宅を取得する場合に改修費の一部を補

助する。 

多世帯同居・近居 

住宅改修事業 

多世帯同居又は多世帯近居し、住宅を改修する場合に取得費の一部を補

助する。 

新築・中古住宅 

取得事業 
新築及び中古住宅を取得して転入する場合に取得費の一部を補助する。 

持続可能な 

コミュニティの維持 

将来にわたって持続可能なコミュニティの維持及び形成を図るため、居

住者が相互に交流できる空間の形成に配慮しつつ、まちなか居住、住宅

市街地のユニバーサルデザイン化等を推進する。 

用途区域内の 

低未利用地の有効活用 

による宅地の供給 

用途区域内の都市的未利用地の有効活用を促進し、宅地の供給を誘導す

る。また、利便性の高い住宅の供給と住環境の整備を促進する。 

良好な市街地環境の 

形成 

建築協定、緑地協定、地区計画等による規制・誘導を図るとともに、修

景整備を促進する。 

良好な住宅・宅地の 

供給 

土地区画整理事業や関連事業の検討を行い、住宅及び宅地供給を推進す

る。また、基盤整備を推進する。 

居住誘導区域 

住宅取得・改修支援の 

検討 

既存の住宅取得・改修に関する補助事業に加えて、特に居住誘導区域内

において住宅を取得・改修する場合の支援制度を検討する。 

スマートウェルネス 

住宅等推進事業の検討 
子育て家庭や高齢者向けの良質な住宅の供給の促進を検討する。 

公営住宅の建て替え 

検討 
公営住宅の更新時には、居住誘導区域への移転を含め検討する。 

 

 

 

 公共交通に関する施策 （３）

公共交通に関する施策（案）は、以下のとおり。 

 

事業名 概要 

公共交通の導入検討 
公共交通未接続の拠点市街区域である堀金拠点地区への公共交通の導

入を検討する。 

公共交通利用環境の 

向上 

以下の検討による公共交通利用環境の向上を図る。 

・現在運行中の鉄道、定時定路線バス（あづみん）の維持・利便性向上 

・生坂村営バス、池田町営バスとの連携 

・駅アクセス道路の強化 

・駅の交通結節機能の強化 

・パークアンドライド駐車場の整備 
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１１. 目標値の設定 

安曇野市の可住地は、古くから安曇平と呼ばれ、一体性を有する比較的平坦な複合扇状地が広がっ

ている。 

現在、市内には 83 の自治区が存在し、これらはかつて単独の村であり、それらが合併を繰り返し

た結果、現在の安曇野市が形成されている。 

よって、安曇野市はスプロール化で拡大した市街地ではなく、もともと散居的な集落が集合するこ

とで形成されており、散居集落がその周辺の農地を維持・管理することで、日本の原風景と称され

る安曇野の田園風景が保たれている。 

今後も地域のまとまりを保ちながら優良農地を保全することが国土のためにも必要であり、また、

農家数維持のためには、非農家との連携も必要である。 

上記を踏まえ、本計画における目標値は以下のとおりとする。 

 

 

 店舗・診療所周辺の人口密度確保 （１）

日常生活に最低限必要な施設である「食料品を扱う小売店」「診療所」について、これらの徒歩圏

人口密度は現在約 10人/haである。 

本計画の推進により、既存市街地・集落である拠点市街区域・準拠点市街区域・田園居住区域にお

いて、これらの施設の維持に必要となる人口密度を維持することを目指し、目標値を以下のように

設定する。 

 

項目 現状値≪平成 22（2010）年≫ 目標値≪平成 52（2040）年≫ 

人口密度 

約 10人/ha 

※食料品を扱う小売店、診療所徒

歩圏の人口密度 

10人/ha 

※居住誘導区域の人口密度 

※いずれの地区においてもこれ

を下回らないものとする 

 

 居住誘導区域内の新築件数割合の増加 （２）

本計画の推進により、既存市街地・集落である拠点市街区域・準拠点市街区域・田園居住区域への

居住の誘導および、日常サービス施設等の都市機能の誘導を図ることで、居住誘導区域内の新築件

数割合の増加を目指すこととし、目標値を以下のように設定する。 

 

項目 
現状値≪平成 23（2011）年～平

成 28（2016）年≫ 

目標値 

≪平成 52（2040）年≫ 

居住区域内外の 

新築件数割合 

39：61 

（区域内：区域外） 

40：60 

（区域内：区域外） 
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 都市機能誘導区域内の都市機能の充足 （３）

本計画の推進により、都市機能誘導区域（拠点施設誘導区域、日常サービス施設誘導区域、生活拠

点区域を含み、居住誘導区域と同一の区域を指す）に各種都市機能の集積を目指すこととし、目標

値を以下のように設定する。 

 

項目 
現状値 

≪平成 28（2016）年≫ 

目標値 

≪平成 52（2040）年≫ 

（都市機能誘導区域） 

食料品を扱う大規模 

小売店または小売店の 

徒歩圏充足率 

93％ 

※都市機能誘導区域の面積に対

し、食料品を扱う大規模小売店

または小売店の徒歩圏（800ｍ）

面積が占める割合 

93％（現状維持） 

（都市機能誘導区域） 

診療所の徒歩圏充足率 

92％ 

※都市機能誘導区域の面積に対

し、診療所（内科）の徒歩圏（800

ｍ）面積が占める割合 

92％（現状維持） 

 

 公共交通利用者割合の維持 （４）

地域公共交通網形成計画と連携し、公共交通ネットワークの維持および、公共交通利用者割合の維

持を図ることとし、目標値を以下のように設定する。 

 

項目 
現状値 

≪平成 27（2015）年≫ 

目標値 

≪平成 52（2040）年≫ 

（安曇野市全体） 

電車・バスの 

交通手段分担率 

10% 10%（現状維持） 

（都市機能誘導区域） 

定時定路線の公共交通

の徒歩圏充足率 

57％ 

※都市機能誘導区域の面積に対

し、定時定路線の公共交通の徒

歩圏（駅 800ｍ、バス停 300ｍ）

面積が占める割合 

57％（現状維持） 
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